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◎ 
二
〇
二
五
年
（令
和
七
年
）「
聖
典
に
親
し
む
会
」 

豊
平
班
の
担
当
等
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
二
五
年
五
月
二
三
日 

 

一
． 

担
当
箇
所
等 

〇 

発
表
範
囲
（ 
座
功
徳
～
主
功
徳
） 

① 

『
真
宗
聖
教
全
書
』P298

終
わ
り
か
ら
４ 

行
目
か
らP

303

終
わ
り
か
ら
４
行
目
ま
で 

② 

『
解
読
浄
土
論
註
』（ 
改
訂
版
）P86

終
わ
り
か
ら
６
行
目
か
らP

110

の3

行
目
ま
で 

③ 

『
浄
土
真
宗
聖
典
』七
祖
篇
（ 
西
）P78

の
５ 

行
目
か
らP

86

の
６ 

行
目
ま
で 

 

〇 

発
表
分
担 

 

① 

衆
生
名
義
（ 

問
答
） ―

―
―

 

新
宅
昌
紀 

② 

座
功
徳 

 
―

―
―

―
―

―
―

 

新
宅
昌
紀
、 (

佐
々
木
忠
義) 

③ 

身
業
功
徳 

 ―
―

―
―

―
―

 
 

新
宅
昌
紀 

④ 

口
業
功
徳   ―

―
―

―
―

―
 

河
野
繁
典 

⑤ 

心
業
功
徳   ―

―
―

―
―

―
 

河
野
繁
典 

⑥ 

大
衆
功
徳   ―

―
―

―
―

―
 

森 

昭
義
、
（ 

栗
栖
哲
義
） 

⑦ 

上
主
功
徳 

 
―

―
―

―
―

―
 

栗
栖
哲
義 

⑧ 

主
功
徳 

 
 

 ―
―

―
―

―
―

 

栗
栖
哲
義 

＊ 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加 

濱
中
紅
枝
、
菊
池
詔
二 

 

二
． 

そ
の
他 

① 

佐
々
木
忠
義
、
森
昭
義
氏
は
体
調
不
良
等
の
た
め
、
新
宅
昌
紀
、
栗
栖
哲
義
が
代
わ
っ

て
発
表
す
る
。 

② 

広
島
・島
根
班
と
同
一
箇
所
が
担
当
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
が
、
相
談
の
結
果
更
な
る
分

割
は
行
わ
ず
、
両
班
が
重
複
し
て
担
当
箇
所
の
発
表
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

③ 

豊
平
班
で
は
道
場
の
定
例
会
座
終
了
後
２
時
間
を
目
途
に
勉
強
会
を
開
催
し
た
が
、
今

後
は
も
っ
と
頻
度
を
上
げ
て
開
催
す
る
よ
う
に
し
た
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

―
 

以
上 

―
―
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聖
典
に
親
し
む
会 

資
料 

 

新
宅
昌
紀 

 

担
当
範
囲 
『
論
註
』
巻
上 

五
念
門 

観
察
門 

衆
生
世
間
清
浄 

仏
荘
厳
功
徳 

 

◆
衆
生
名
義
の
詳
細 

 

１
、
衆
生
世
間
を
明
か
す
。 

 

①
衆
生
世
間
清
浄
を
観
ず
る
に
二
つ
あ
る
。 

つ
ぎ
に
衆
生
世
間
の
荘
厳
が
清
浄
に
ま
っ
と
う
し
た
さ
ま
を
観
察
す
る
。 

こ
の
門
の
な
か
を
二
つ
に
わ
け
る
。 

・
観
察
門
で
は
、
器
世
間
と
衆
生
世
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
荘
厳
の
成
就
を
観
察
す
る
こ
と
を
示

さ
れ
る
。 

・
器
は
衆
生
に
受
用
せ
ら
れ
る
も
の
の
意
。
故
に
器
世
間
と
は
山
河
・
大
地
・
草
木
な
ど
衆

生
に
受
用
せ
ら
れ
る
世
界
。
対
し
て
衆
生
世
間
と
は
、
有
情
を
構
成
し
て
い
る
心
身
の
世

界
。 

・
世
間
の
意
味
は
多
数
あ
る
。
大
意
と
し
て
、
ま
よ
い
の
世
界
、
教
化
の
対
象
の
世
界
を
い

う
。
世
間
を
超
越
し
た
仏
・
菩
薩
の
境
界
を
出
世
間
と
い
う
。 

 

こ
こ
で
い
う
世
間
は
、
私
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
説
か
れ
た
自
然
環
境
と

し
て
の
器
世
間
と
、
同
じ
く
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
摂
取
せ
ん
と
、
具
体
的
な
様
子
を

も
っ
て
説
か
れ
た
衆
生
世
間
の
ふ
た
つ
の
意
味
で
あ
る
。 

・
清
浄
と
は
、
国
土
荘
厳
で
は
第
一
の
清
浄
荘
厳
功
徳
を
も
っ
て
総
相
と
さ
れ
て
い
る
。
国

土
が
清
浄
で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
た
る
仏
も
、
眷
属
た
る
菩
薩
も
同
様
で
あ
る
。 

・
観
察
と
は
、
ヴ
ィ
パ
シ
ュ
ヤ
ナ
ー
の
漢
訳
で
、
音
写
で
は
毘
婆
舎
那
、
毘
婆
娑
那
。
対
象

を
正
し
く
観
察
す
る
こ
と
。
私
が
仏
を
観
察
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
が
私
を
観
察
し
た
も

う
こ
と
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。 

【
私
釈
】 

清
浄
と
は
。
清
は
澄
む
の
義
。
静
ま
っ
た
澄
ん
だ
水
は
、
そ
れ
を
覗
き
込
む
人
物
を
そ
の

ま
ま
に
写
し
、
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
相
を
、
そ
の
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
浄
は
浄
化
の
義
。
穢
れ
た
も
の
を
浄
化
し
て
す
く
い
と
る
。
浄
化
す
る
と
は
、
摂

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
礼
拝
で
い
え
ば
、
頭
を
下
げ
る
は
ず
の
な
い
も
の
に
、
菩

薩
は
頭
を
下
げ
る
功
徳
を
与
え
、
礼
拝
の
行
を
行
者
の
上
に
成
就
し
て
く
だ
さ
る
。 

 

②
仏
荘
厳
功
徳
と
菩
薩
荘
厳
功
徳 

 

一
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
荘
厳
の
功
徳
を
観
察
す
る
。 

 

二
に
は
、
か
の
国
の
諸
々
の
菩
薩
の
荘
厳
の
功
徳
を
観
察
す
る
。 

・
仏
荘
厳
功
徳
は
八
種
、
菩
薩
荘
厳
功
徳
は
四
種
。
先
の
器
世
間
荘
厳
功
徳
は
十
七
種
で
、

こ
れ
ら
の
二
十
九
種
を
も
っ
て
、
天
親
菩
薩
は
、
阿
弥
陀
仏
・
阿
弥
陀
仏
の
国
土
・
そ
の

国
土
の
菩
薩
の
功
徳
を
顕
さ
れ
た
。 
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③
阿
弥
陀
如
来
の
荘
厳
功
徳
に
八
種
あ
る
。 

如
来
の
荘
厳
の
功
徳
を
観
察
す
る
と
こ
ろ
は
八
種
を
か
ぞ
え
る
が
、
そ
の
名
は
文
に
至
っ

て
見
る
こ
と
に
す
る
。 

・
八
種
の
仏
荘
厳
功
徳
成
就
。 

・
八
種
と
は
。 

❶
座 

❷
身
業 
❸
口
業 

❹
心
業 

❺
衆
（
大
衆
） 

❻
上
首 

❼
主 

❽
不
虚
作
住

持 ・
功
徳
と
は
、
多
数
の
解
釈
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
す
ぐ
れ
た
徳
性
、
そ
し
て
す
ぐ
れ
た
結

果
を
も
た
ら
す
能
力
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。 

・
成
就
と
は
。
こ
こ
で
は
身
に
そ
な
え
て
い
る
、
得
た
も
の
を
た
も
っ
て
い
る
、
願
い
が
達

成
さ
れ
る
こ
と
等
の
意
味
で
あ
ろ
う
。 

 

２
、
問
答
。 

【
問
い
】 

あ
る
論
師
た
ち
は
、
一
般
に
衆
生
と
い
う
名
の
意
味
を
解
釈
す
る
に
、
三
界
を
め
ぐ
り
め

ぐ
っ
て
衆
多
の
生
死
を
う
け
る
か
ら
衆
生
と
名
づ
け
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
い

ま
仏
と
菩
薩
を
衆
生
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
わ
け
で
あ
る
か
。 

 

【
答
え
】 

①
涅
槃
経
の
意
に
拠
る
。 

『
経
』
（
涅
槃
経
）
に
言
う
。 

「
一
つ
の
法
に
は
無
数
の
名
が
あ
り
、
一
つ
の
名
に
は
無
数
の
意
味
が
あ
る
」
と
。 

  

【
感
想
】
こ
の
御
言
葉
か
ら
、
自
己
の
思
い
込
み
や
思
い
上
が
り
等
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。 

何
か
知
識
を
得
れ
ば
、
そ
れ
が
間
違
い
な
い
も
の
と
決
め
つ
け
、
得
て
し
て
新
た 

な
学
び
に
身
が
入
ら
ず
、
視
野
を
狭
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
法
門
無
尽
、
頭
を

下
げ
て
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

〇
衆
生
と
は
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
中
村
元
著
よ
り 

 

①
い
の
ち
あ
る
も
の
。
特
に
人
間
を
指
し
、
新
訳
で
は
有
情
と
い
う
。 

 
 

・
衆
人
と
も
に
生
ず
る
も
の 

 
 

・
衆
多
の
法
が
仮
に
和
合
し
て
生
ず
る
も
の 

 
 

・
衆
多
の
生
死
を
経
る
も
の 

 

②
実
体
と
し
て
の
生
き
も
の 

 

③
尊
敬
す
べ
き
人
々
。
大
乗
仏
教
徒
。 

 

④
ブ
ッ
ダ
と
な
り
う
る
要
素
、
本
質
。 

 
 

⑤
仲
間
た
ち
。 

 

②
小
乗
家
の
釈 

衆
多
の
生
死
を
う
け
る
か
ら
衆
生
と
名
づ
け
る
と
い
う
の
は
小
乗
の
教
え
を
伝
え
る
人
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た
ち
が
、
三
界
の
中
の
衆
生
と
い
う
名
の
意
味
を
解
釈
し
た
も
の
で
、
大
乗
の
教
え
を
う

け
継
い
で
い
る
人
た
ち
が
い
う
衆
生
の
意
味
で
は
な
い
。 

 【
詳
細
】 

・「
衆
多
生
死
」
と
は
何
か
。 

 

・『
大
乗
同
性
経
』 

「
衆
生
と
は
、
衆
物
和
合
す
る
こ
と
、
地
水
火
風
空
識
由
盧
束
の
如
し
。 

更
に
相
転
じ
て
依
る
が
故
に
、
衆
生
と
言
う
。」 

衆
生
と
は
、
こ
の
世
の
構
成
要
素
が
合
わ
さ
り
あ
っ
て
あ
る
も
の
を
い
う
。 

 

・『
法
華
文
句
』 

 

「
三
義
有
り
。（
中
略
）
三
つ
に
は
五
道
流
転
に
約
す
、
衆
多
生
死
を
受
く
る
が
故
に
。」 

 
 

地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
人
、
天
の
世
界
を
流
転
す
る
も
の
。
迷
い
苦
を
受
け
る
も
の
。 

 

③
大
乗
家
の
釈
。
『
不
増
不
減
経
』
に
拠
る
。 

大
乗
の
人
た
ち
が
い
う
衆
生
と
は
『
不
増
不
減
経
』
に
「
衆
生
と
い
う
の
は
、
生
ぜ
ず
滅

せ
ず
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

・
『
不
増
不
滅
経
』
は
大
正
蔵
巻
十
六
所
収
。
「
不
可
思
議
清
浄
法
界
を
説
い
て
衆
生
と
名

づ
く
。
所
以
は
何
ん
。
衆
生
と
い
う
は
、
即
ち
是
れ
不
生
不
滅
・
常
恒
・
清
浄
・
不
変
・

帰
依
・
不
可
思
議
清
浄
法
界
の
異
名
な
り
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
我
れ
彼
の
法
に
依

っ
て
説
い
て
衆
生
と
名
づ
く
。
」 

 【
参
照
】 

○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
の
転
写 

・
大
乗
家 

 

「
無
生
無
滅
は
こ
れ
衆
生
の
義
な
り
」
不
可
思
議
清
浄
法
界
の
異
名 

・『
不
増
不
減
経
』 

 

「
不
可
思
議
清
浄
法
界
を
説
い
て
衆
生
と
名
づ
く
。
所
以
は
何
ん
。
衆
生
と
い
う
は
、
即

ち
是
れ
不
生
不
滅
・
常
恒
・
清
浄
・
不
変
・
帰
依
・
不
可
思
議
清
浄
法
界
の
異
名
な
り
。

是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
我
れ
彼
の
法
に
依
っ
て
説
い
て
衆
生
と
名
づ
く
。」 

・『
大
智
度
論
』 

「
世
諦
の
為
の
故
に
、
衆
生
有
と
説
き
、
第
一
義
諦
の
為
の
故
に
衆
生
無
所
有
と
説
く
。」 

 

世
諦
と
は
、
迷
い
の
心
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
差
別
的
境
界
の
こ
と
。
俗
諦
と
も

い
う
。 

第
一
義
諦
と
は
、
す
ぐ
れ
た
さ
と
り
の
智
慧
を
究
め
た
境
地
の
こ
と
。
真
諦
と
も
い

う
。 

小
乗
家
は
俗
諦
に
偏
執
し
て
、
諸
法
因
縁
生
の
根
本
た
る
不
生
不
滅
の
義
を
単
な
る
空
理

と
し
て
仏
意
を
失
う
の
で
あ
る
。 

 

○
梯
實
圓
師
の
講
義
録
（
佐
々
木
忠
義
先
生
よ
り
提
供
） 

大
乗
家
で
は
衆
生
は
凡
聖
通
じ
て
衆
生
と
い
え
る
。
『
不
増
不
減
経
』
は
如
来
蔵
思
想
を
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説
い
た
一
番
早
い
時
期
の
も
の
。
も
う
少
し
前
に
『
如
来
蔵
経
』
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
も
の

が
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
の
前
半
部
分
。
そ
し
て
『
勝
鬘
経
』
、
こ
れ
ら
が
如
来
蔵
経
典
。 

・
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
究
竟
一
乗
宝
章
論
』→

大
乗
の
『
涅
槃
経
』
後
半
部
分

は
、
更
に
思
想
を
展
開
さ
せ
如
来
蔵
思
想
が
大
成
さ
れ
て
い
る
。
後
半
部
分
は
「
現
病

品
」
「
梵
行
品
」
「
迦
葉
品
」
と
か
一
闡
提
成
仏
を
言
う
周
辺
で
す
。 

・
『
涅
槃
経
』
は
長
い
間
か
か
っ
て
編
集
さ
れ
、
特
に
一
闡
提
が
成
仏
で
き
る
か
否
か
に
悪

戦
苦
闘
し
て
い
る
。
人
間
は
ど
う
し
て
も
仏
に
成
れ
な
い
者
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

れ
で
も
一
切
衆
生
は
仏
に
な
る
こ
と
を
言
い
続
け
る
。
・
・
そ
れ
で
も
仏
教
は
究
極
的
に

は
一
切
衆
生
が
救
わ
れ
る
。
未
来
永
劫
か
け
て
一
切
が
救
わ
れ
る
、
そ
の
根
底
は
如
来
蔵

思
想
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
の
が
『
不
増
不
減
経
』
。 

・
如
来
像
は
そ
の
徳
は
仏
に
な
っ
て
も
増
す
こ
と
な
く
、
煩
悩
具
足
で
あ
っ
て
も
そ
の
徳
は

減
る
こ
と
が
無
い
。
如
来
は
永
遠
で
あ
る
こ
と
は
一
切
の
衆
生
は
本
来
、
如
来
た
る
も
の

で
あ
る
と
言
い
切
る
。 

 

④
曇
鸞
の
解
釈 

 

ど
う
し
て
衆
生
が
不
生
不
滅
で
あ
る
と
言
え
る
か
と
い
え
ば
、
も
し
生
ず
る
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
生
じ
お
わ
っ
て
ま
た
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
無
限
に
く
り
か
え

す
と
い
う
矛
盾
が
お
こ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
生
ぜ
ず
し
て
生
ず
る
と
い
う
矛
盾
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
生
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
生
が
あ
れ
ば
滅
が
あ

る
。
す
で
に
生
が
な
い
以
上
、
ど
う
し
て
滅
が
あ
り
え
よ
う
か
。
だ
か
ら
生
ず
る
こ
と
な
く

滅
す
る
こ
と
な
し
、
と
い
う
こ
と
が
衆
生
の
根
本
義
で
あ
る
。 

 

【
参
照
】
無
生
の
理
に
つ
い
て
。 

○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
の
転
写 

［
何
故
に
衆
生
の
名
が
不
生
不
滅
で
あ
る
か
。 

如
来
は
、
そ
の
知
見
、
微
妙
寂
絶
に
し
て
、
真
際
動
ぜ
ず
し
て
、
諸
法
を
建
立
し
て
諸
法

を
壊
せ
ず
し
て
、
而
も
実
相
を
説
く
。 

小
乗
の
如
き
は
、
其
実
相
を
知
ら
ず
し
て
、
偏
に
假
名
に
執
す
。
故
に
そ
の
偏
執
は
、
唯

実
相
を
知
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
假
名
亦
失
う
。 

俗
諦
に
在
っ
て
は
、
現
に
是
生
死
な
る
も
、
是
れ
因
縁
生
に
し
て
假
名
な
れ
ば
、
生
の
当

体
は
無
自
性
な
り
。
自
性
無
き
が
故
に
、
是
れ
畢
竟
空
で
あ
る
。
畢
竟
空
な
る
が
故
に
、
生

死
不
可
得
で
あ
る
。
生
死
不
可
得
な
る
が
故
に
、
謂
て
不
生
不
滅
と
い
ふ
。 

衆
生
は
即
ち
是
れ
法
身
で
あ
っ
て
、
衆
生
如
、
仏
菩
薩
如
を
一
如
に
し
て
二
如
な
し
。
所

以
に
、
仏
菩
薩
を
名
け
て
衆
生
と
曰
ふ
。
］ 

 

ど
う
し
て
衆
生
の
名
が
不
生
不
滅
な
の
だ
ろ
う
か
。 

如
来
の
知
見
（
智
慧
に
よ
っ
て
見
そ
な
わ
す
と
こ
ろ
）
は
微
妙
（
は
か
り
し
れ
ぬ
ほ
ど
深

く
み
ご
と
で
）
寂
絶
（
静
ま
っ
て
い
る
の
）
で
あ
り
、
真
際
（
真
理
の
境
地
）
は
動
ぜ
ず
し

て
、
諸
法
（
諸
宗
の
教
え
、
小
大
乗
の
教
え
）
を
建
立
し
て
諸
法
（
そ
の
教
え
）
を
壊
せ
ず

し
て
、
し
か
も
実
相
（
真
実
の
本
性
、
平
等
の
実
在
、
常
住
不
変
の
理
法
）
を
説
く
。 
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小
乗
の
釈
は
、
如
来
の
実
相
を
知
ら
な
い
か
ら
、
偏
に
仮
名
（
名
ば
か
り
で
実
体
の
な
い

も
の
）
に
執
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
偏
執
は
、
唯
実
相
を
知
ら
ざ
る
の
み
で
な

く
、
假
名
も
亦
失
う
の
で
あ
る
。 

俗
諦
に
在
っ
て
は
、
現
に
生
死
（
迷
い
）
な
る
も
、
是
れ
は
因
縁
の
生
に
し
て
仮
名
な
れ

ば
、
生
の
当
体
（
あ
り
の
ま
ま
の
本
性
）
は
無
自
性
（
実
体
を
も
た
な
い
も
の
）
で
あ
る
。

実
体
を
も
た
な
い
か
ら
、
畢
竟
空
（
究
極
絶
対
の
空
）
で
あ
る
。
究
極
絶
対
の
空
な
る
が
故

に
、
生
死
不
可
得
（
そ
の
迷
い
も
知
覚
さ
れ
え
な
い
の
）
で
あ
る
。
生
死
不
可
得
（
迷
い
が

ま
っ
た
く
な
い
の
）
だ
か
ら
、
不
生
不
滅
と
い
う
。 

（
不
生
不
滅
の
二
義
。
一
に
は
常
住
、
二
に
は
絶
対
的
主
体
性
。
ひ
と
つ
に
は
生
じ
な
い
か

ら
滅
す
る
こ
と
も
な
い
時
間
的
な
い
の
ち
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
ふ
た
つ
に
は
不
は
人
間
の

認
識
を
超
え
た
絶
対
の
意
味
で
、
絶
対
的
主
体
性
の
意
で
あ
る
。） 

衆
生
と
い
う
の
は
即
ち
法
身
で
あ
っ
て
、
衆
生
そ
の
も
の
と
仏
菩
薩
そ
の
も
の
は
一
如
に

し
て
二
如
な
し
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
所
以
で
、
仏
菩
薩
を
名
づ
け
て
衆
生
と
い
う
の
で
あ

る
。 

 
 ○

梯
實
圓
師
の
講
義
録 

「
大
乗
家
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
衆
生
と
は､

「
不
増
不
減
経
」
に
の
た
ま
ふ
が
ご
と
し｡ ｢

衆
生

と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
不
生
不
滅
の
義
な
り｣ 

と
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
生

あ
ら
ば
生
じ
を
は
り
て
ま
た
生
じ
、
無
窮
の
過
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
不
生
に
し
て
生
ず
る
過
あ

る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
無
生
な
り
。
も
し
生
あ
ら
ば
滅
あ
る
べ
し
。
す
で
に
生
な

し
。
な
ん
ぞ
滅
あ
る
こ
と
を
得
ん
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
無
生
無
滅
は
こ
れ
衆
生
の
義
な
り
。」 

・『
中
論
』
が
念
頭
に
あ
る
。
存
在
を
生
と
死
と
分
節
し
て
い
く
が
、
分
別
を
超
え
た
と
き

我
々
の
考
え
る
生
と
死
、
生
と
滅
は
な
い
。
生
滅
は
言
葉
と
し
て
あ
る
の
み
と
い
う
。
衆

生
は
本
質
的
に
不
生
不
滅
の
存
在
、
だ
か
ら
衆
生
と
い
う
の
は
生
滅
を
超
え
た
無
生
の

生
。 

※
生
は
存
在
し
な
い
と
い
う
、
何
故
か
、（
四
句
分
別
。） 

「
生
ま
れ
る
」→

１
、
自
ら
生
ま
れ
る 

２
、
他
か
ら
生
ま
れ
る 

３
、
自
他
か
ら
生
ま

れ
る 

４
、
自
他
で
な
い
も
の
か
ら
生
ま
れ
る 

こ
の
四
つ
以
外
に
無
い
。 

①
自
ら
自
ら
が
生
ま
れ
る→

こ
れ
は
「
生
ま
れ
た
」
と
は
い
わ
な
い
。 

②
他
か
ら
自
が
生
ま
れ
る→

石
か
ら
人
間
は
生
ま
れ
な
い
。 

③
自
他
か
ら
自
が
生
ま
れ
る→

自
で
も
あ
り
、
他
で
も
あ
る
も
の
か
ら
自
が
生
れ
る
。
こ
れ

は
自
か
ら
生
れ
る
①
と
、
他
か
ら
生
ま
れ
る
②
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。 

④
自
他
で
な
い
も
の
か
ら
自
が
生
ま
れ
る→

自
で
も
他
で
も
な
い
も
の
か
ら
自
が
生
ま
れ

る
。
そ
ん
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
存
在
し
な
い
者
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

・
要
は
、
人
間
の
概
念
思
考
は
存
在
の
実
体
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
物
の
有
り
方
を
抽
象
化
し
、

言
葉
を
作
り
、
言
葉
に
よ
り
考
え
た
虚
構
の
世
界
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
言
う
為
の
論

法
。 

・
衆
生
と
い
う
事
に
つ
い
て
大
変
理
解
の
難
し
い
文
章
が
で
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は

二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
「
不
増
不
減
経
」、
こ
こ
で
は
迷
っ
て
い
る
状
態
で
そ
の
ま
ま
如
来

蔵
で
あ
る
と
い
う
。
迷
い
の
ま
ま
に
如
来
の
胎
児
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
云
う
。
そ
う
い
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う
と
こ
ろ
か
ら
衆
生
と
い
う
の
は
不
増
不
減
の
ま
ま
に
衆
生
で
あ
る
。
衆
生
の
生
と
は
、

生
死
と
か
生
滅
と
か
は
実
体
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
は
な
ら
な
い
、
こ
れ
を
云
う
た
め

に
中
論
の
論
理
を
用
い
る
の
で
す
が
、
中
論
で
生
が
不
生
で
あ
る
こ
と
を
云
う
の
に
、
分

別
的
論
理
を
混
乱
に
お
と
す
た
め
に
用
い
る
論
法
に
よ
っ
て
、
生
と
は
不
生
で
あ
る
と
論

じ
て
い
く
。
こ
れ
が
四
句
分
別
で
す
。 

・「
生
」
と
い
う
の
は
「
未
だ
生
じ
て
い
な
い
も
の
か
ら
生
ず
る
」
の
か
、「
す
で
に
生
じ
て

い
る
も
の
か
ら
生
ず
る
の
か
」、「
す
で
に
生
じ
終
わ
っ
た
も
の
か
ら
生
ず
る
の
か
」
の
ど

ち
ら
か
だ
。 

 

「
未
だ
生
じ
て
い
な
い
も
の
か
ら
生
ず
る
」、「
ま
だ
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
も
の
か
ら
生
ず

る
」、
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
も
の
は
生
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
未
だ
生
じ
て
い
な
い

も
の
か
ら
生
ず
る
、
と
い
う
の
は
無
か
ら
有
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
無
か
ら
有
が
生
ず

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。 

 

「
生
じ
て
い
る
も
の
か
ら
生
ず
る
」
と
は
「
生
じ
て
い
る
も
の
」
か
ら
生
ず
る
必
要
は
な

い
の
だ
か
ら
、
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。 

 

「
す
で
に
生
じ
て
い
る
も
の
か
ら
生
じ
る
」、
生
ず
る
も
の
か
ら
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
え

な
い
。「
既
に
生
じ
終
わ
っ
た
も
の
か
ら
生
じ
る
」
こ
れ
も
生
ず
る
こ
と
を
二
回
繰
り
返

す
だ
け
の
事
で
あ
り
、
そ
れ
も
あ
り
得
な
い
。 

 

「
未
生
が
生
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
未
来
と
現
在
が
同
時
に
な
る
。「
已
生

と
生
が
同
時
に
な
る
と
現
実
と
過
去
が
同
時
的
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
時
間
を

混
乱
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
「
生
」
と
は
不
生
で
あ
る
。
こ
う
い
う
論
理
を
使
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
は
時
間
的
に
「
生
」
を
見
て
い
る
。 

・「
四
句
分
別
」
の
方
は
「
何
か
か
ら
生
ず
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
未
だ
生
じ
て
い

な
い
も
の
」
か
ら
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
か
ら
見
て
も
「
生
じ

る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
我
々
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
「
生
」
と
い
う
も
の
は

存
在
し
な
い
。 

・
我
々
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
生
と
か
滅
と
か
、
生
が
あ
り
得
な
い
の
な
ら
ば
生
の
反
対
概

念
で
あ
る
滅
も
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
「
不
生
不
滅
」
と
い
う
『
中
論
』
の
八
不

中
道
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

・
未
だ
生
じ
て
い
な
い
も
の
か
ら
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
、
生
の
な
い
も
の
か
ら
生
が
あ

る
、
つ
ま
り
無
か
ら
有
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
あ
り
得
な
い
し
、
生
じ
て
い
る

も
の
か
ら
生
ず
る
の
だ
っ
た
ら
、
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
成
立
し
な
い
。
そ
う
い
う
論
で

言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

・
い
ず
れ
に
し
て
も
我
々
が
「
自
明
の
事
」
と
し
て
い
る
生
と
か
死
と
い
う
こ
と
が
概
念
的

に
虚
構
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
突
き
詰
め
て
い
く
と
実
体
の
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
の
が

『
中
論
』
と
『
不
増
不
減
経
』
を
使
い
な
が
ら
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。 

・
大
変
難
し
い
言
い
方
で
す
が
、
要
す
る
に
「
生
と
は
無
生
の
生
」
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
衆
生
と
い
う
言
葉
で
も
っ
て
、
仏
・
菩
薩
と
表
す
こ
と
も
可
能
な
の

だ
、
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
た
わ
け
で
す
。 
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⑤
維
摩
経
の
意
を
論
拠
と
す
る
。 

 

た
と
え
ば
『
経
』
（
維
摩
経
）
に
、
「
五
蘊
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
は
空
で
あ
っ
て

固
定
し
て
存
在
す
る
も
の
は
な
い
と
通
達
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
が
衆
生
の
根
本
義
で
あ

る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
類
で
あ
る
。 

 

・
五
蘊 

わ
れ
わ
れ
の
存
在
を
五
つ
の
構
成
要
素
の
集
ま
り
で
示
し
た
も
の
。 

色…
身
体
お
よ
び
物
質 

 
 
 
 
 

受…

感
覚
、
単
純
感
情 

 
 
 
 
 

想…

表
象
作
用 

 
 
 
 
 

行…

意
思
、
衝
動
的
欲
求 

 
 
 
 
 

識…

認
識
作
用
、
識
別
、
区
別
し
て
知
る
こ
と 

 

【
ま
と
め
】 

 

こ
の
衆
生
名
義
の
段
は
、
後
の
仏
・
菩
薩
荘
厳
功
徳
の
意
義
を
総
じ
て
明
か
し
て
お
ら
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
要
点
で
い
え
ば
、
衆
生
と
聞
け
ば
、
一
切
衆
生
と
か
苦
悩
の
有
情
と

か
、
凡
夫
、
迷
い
の
存
在
で
あ
る
こ
と
ば
か
り
が
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
言
葉

に
は
無
量
の
意
味
が
あ
る
の
だ
と
押
さ
え
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
固
定
観
念

が
破
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
『
不
増
不
滅
経
』
に
は
、
「
衆
生
と
い
う

は
、
即
ち
是
れ
不
生
不
滅
・
常
恒
・
清
浄
・
不
変
・
帰
依
・
不
可
思
議
清
浄
法
界
の
異
名
な

り
。
」
と
説
か
れ
、
衆
生
と
は
不
生
不
滅
と
清
浄
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
常
恒
と
も
不
変
と

も
帰
依
と
も
不
可
思
議
清
浄
法
界
と
も
名
づ
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
最
後
の
不
可
思
議
清
浄

法
界
で
い
え
ば
、
不
可
思
議
、
人
間
の
思
い
を
超
え
た
も
の
と
し
て
仏
・
菩
薩
の
功
徳
が
説

か
れ
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
み
れ
ば
、
❶
の
座
功
徳
は
、
『
観
経
』
の
第
七
華
座

観
に
お
い
て
、
こ
と
こ
ま
か
く
蓮
華
座
が
説
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
人
間
の
思
い
の
延
長
に

あ
る
も
の
で
は
な
く
、
無
量
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
し
て
の
座
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

計
り
知
れ
な
い
、
と
ら
わ
れ
を
超
え
た
も
の
が
衆
生
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
維
摩
経
』
の
説

で
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

【
感
想
】 

曇
鸞
大
師
は
「
無
生
無
滅
は
こ
れ
衆
生
の
義
な
り
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
い
わ
ば
、
い
の

ち
と
い
う
も
の
は
、
私
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
小
さ
く
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
計
り

知
れ
な
い
も
の
、
尊
ぶ
べ
き
も
の
、
仰
ぎ
み
る
べ
き
も
の
、
私
の
想
い
を
超
え
た
も
の
と
示

さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
衆
生
、
大
い
な
る
い
の
ち
と
い
う
も
の
の
義
、
も
の
が
ら
、
お
は
た
ら
き

と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
仏
荘
厳
で
は
八
種
で

す
。
私
の
担
当
は
❶
の
座
功
徳
と
❷
の
身
業
功
徳
で
す
が
、
身
業
と
い
え
ば
身
口
意
の
三
業

で
す
。
『
論
註
』
巻
下
に
は
、
「
凡
夫
の
衆
生
は
、
身
口
意
の
三
業
を
し
て
以
て
罪
を
造
り

て
三
界
に
輪
転
し
て
窮
ま
り
已(

や)

む
こ
と
有
る
こ
と
無
け
ん
。
是
の
故
に
、
諸
仏
菩
薩
、

身
口
意
の
三
業
を
荘
厳
し
て
、
用(

も)

て
衆
生
の
虚
誑(

こ
お
う)

の
三
業
を
治
す
る
な

り
。
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
三
業
そ
れ
ぞ
れ
に
、
凡
夫
の
問
題
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
お
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ら
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
功
徳
が
述
べ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。 

 

仏
・
菩
薩
も
衆
生
、
凡
夫
も
衆
生
。
こ
の
こ
と
を
、
今
ま
で
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
考
え
て
み
ま
す
と
、
仏
と
い
う
衆
生
は
、
凡
夫
と
い
う
衆
生
を
内
包
し
て
く
だ
さ
り
、

或
い
は
凡
夫
の
身
口
意
の
内
に
内
在
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。
だ
か
ら
決
し
て
離
れ
ず
、
見
捨

て
ず
と
、
ま
こ
と
に
お
粗
末
な
私
に
、
完
成
さ
れ
た
功
徳
を
廻
向
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
る
。 

 

「
如
来
の
作
願
を
た
づ
ぬ
れ
ば 

苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て 

回
向
を
首
と
し
た
ま
ひ

て 

大
悲
心
を
ば
成
就
せ
り
」
正
像
末
和
讃 

島
地
聖
典11

-35 

 

仏
は
、
私
を
苦
悩
の
有
情
と
お
見
抜
き
に
な
り
、
虚
誑(

こ
お
う)

・
い
つ
わ
り
の
姿
を
知

ら
せ
、
真
実
の
功
徳
を
与
え
た
も
う
こ
と
を
首
＝
い
の
ち
と
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。
念
仏
催

す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀
佛…

。 

  

◆
座 

功
徳
の
詳
細 

 

１
、
論
偈
を
挙
げ
る
。 

無
量
大
宝
王
、
微
妙
の
浄
花
台
に
い
ま
す
。 

 【
詳
細
】 

○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
参
照 

・「
無
量
」
と
は
大
を
明
か
す
。
計
量
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
い
う
。 

 

・『
観
経
』
に
、
臺
上
の
一
幢(

い
ち
ど
う)

を
況
す
る
に
百
千
万
億
須
弥
山
を
以
っ
て
す

る
が 

如
き
の
故
に
、
こ
れ
を
「
大
」
と
い
う
。 

・
摩
尼
等
を
以
っ
て
飾
ら
れ
る
故
に
「
宝
」
と
い
う
。 

・
余
の
衆
華
に
揀(

え
ら)

ん
で
「
王
」
と
い
う
。 

『
観
経
』
に
は
、「
大
宝
蓮
華
王
座
」
と
あ
る
。 

 

・
清
浄
を
「
微
妙
」
の
体
と
な
す
。 

法
性
の
妙
有
は
、
最
極
微
細
に
し
て
、
唯
仏
の
知
見
で
あ
る
。 

故
に
「
微
」
と
い
ふ
。 

「
妙
」
と
は
、
能
く
衆
生
を
開
悟
す
。 

二
利
円
満
す
る
こ
と
を
「
微
妙
」
と
い
う
。 

 
 

「
座
」
は
、
華
に
非
ず
し
て
而
も
華
な
り
「
微
」
と
い
う
。 

「
座
」
能
く
開
悟
す
る
を
「
妙
」
と
い
う
。 

 
 

「
浄
華
」
と
は
、
正
覚
の
報
に
て
自
性
に
諸
の
塵
垢
を
離
れ
る
故
に
浄
華
と
い
う
。 

 
 

「
臺
」
と
は
、
浄
華
の
中
心
を
座
と
な
す
。 

 
 

「
座
」
は
、
依
持
を
義
と
な
す
。 

 
 
 

又
寂
静
不
動
の
義
、 

 
 
 

又
安
穏
の
義
、 

 
 
 

仏
は
蓮
華
を
以
っ
て
座
と
す
。 

 
 

『
観
経
』
に
言
わ
く
。「
如
此
妙
華
是
本
法
蔵
比
丘
願
力
所
成
」 
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此
座
は
本
願
に
報
い
て
成
ず
。 

 
 

本
願
は
本
是
れ
生
仏
一
体
で
あ
る
。 

 
 

さ
れ
ば
、
仏
の
所
座
は
衆
生
所
座
な
り
。 

 

２
、
功
徳
の
名
を
標
す 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
座
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

 

３
、
こ
の
功
徳
の
起
由
（
起
こ
さ
れ
た
理
由
）
を
明
か
す
。 

 

阿
弥
陀
仏
が
因
位
の
（
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
）
時
、
な
ぜ
こ
の
座
を
荘
厳
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。 

 

①
草
の
座
の
問
題 

あ
る
菩
薩
を
見
ら
れ
る
の
に
、
ま
よ
い
の
身
を
解
脱
す
る
最
後
の
と
き
、
草
を
敷
い
て
坐

り
、
無
上
の
さ
と
り
を
成
ぜ
ら
れ
た
が
、
人
天
は
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
を
い
よ

い
よ
尊
く
あ
お
ぐ
信
、
い
よ
い
よ
深
く
う
や
ま
う
心
、
ま
す
ま
す
法
を
愛
楽
す
る
気
持
、
さ

ら
に
一
そ
う
修
行
に
は
げ
む
心
を
、
か
な
ら
ず
し
も
お
こ
さ
な
か
っ
た
。 

○
梯
實
圓
師
の
講
義
録
（
佐
々
木
忠
義
先
生
よ
り
提
供
） 

・
こ
れ
は
お
釈
迦
様
の
こ
と
で
す
。
末
後
の
身
と
は
菩
薩
と
し
て
の
最
期
身
の
こ
と
。
つ
ま

り
等
覚
の
菩
薩
が
金
剛
喩
定
に
入
っ
て
、
金
剛
智
を
発
し
て
根
本
無
明
を
断
じ
て
さ
と
り

を
開
く
、
そ
の
最
後
の
と
き
、
菩
提
樹
下
の
金
剛
法
座
に
座
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
は
草
を

敷
い
て
お
座
り
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
阿
褥
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
さ
れ
た
わ
け
で

す
。 

・
阿
褥
多
羅
三
藐
三
菩
提
＝
無
上
正
遍
道
＝
無
上
の
真
理
を
さ
と
っ
た
智
慧
の
こ
と
。 

・
そ
の
仏
様
を
拝
見
し
た
人
や
神
々
も
、
信
や
恭
敬
や
愛
楽
や
修
行
が
増
上
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。 

 

②
能
く
願
を
選
ば
れ
る 

 

だ
か
ら
私
が
仏
と
な
る
と
き
に
は
、
無
量
の
大
宝
王
た
る
微
妙
の
浄
花
の
台
を
も
っ
て
仏

座
と
し
よ
う
と
、
と
く
に
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

〇
美
濃
部
薫
一
師
の
『
浄
土
論
註
に
聞
く
』
第
二
巻
よ
り
抜
粋
。 

「
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
浄
華
台
な
る
仏
座
は
、
淤
泥
華
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
私
ど
も

衆
生
の
煩
悩
の
な
か
か
ら
開
か
れ
た
と
い
う
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

曇
鸞
大
師
は
、
浄
土
の
聖
衆
は
正
覚
の
華
よ
り
化
生
す
る
と
表
わ
し
、
そ
こ
に
華
座
は
主

伴
一
如
平
等
の
自
覚
を
語
ら
ん
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
） 

 

と
も
あ
れ
、
私
ど
も
は
こ
の
華
座
に
於
て
浄
土
に
触
れ
、
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
が
で

き
る
。
私
ど
も
凡
夫
は
、
淤
泥
の
煩
悩
の
自
覚
に
於
て
華
座
に
触
れ
る
。
仏
は
ま
た
、
淤
泥

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
華
座
に
立
ち
給
う
。
仏
と
衆
生
と
は
、
そ
の
体
は
ま
さ
し
く
仏
凡
一
体

で
あ
る
。
衆
生
は
淤
泥
の
宿
業
の
め
ざ
め
に
よ
っ
て
南
無
の
関
門
を
く
ぐ
る
。
衆
生
が
南
無

帰
念
の
一
念
に
立
つ
と
こ
ろ
に
、
こ
の
華
座
に
於
て
阿
弥
陀
仏
が
現
在
し
給
う
も
の
で
あ
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る
。 

 

ま
こ
と
に
浄
土
の
座
功
徳
は
、
私
ど
も
の
淤
泥
即
ち
宿
業
の
大
地
に
根
を
お
ろ
し
て
下
さ

っ
て
い
る
。」 

 

４
、
文
を
註
釈
す
る
の
に
二
つ
あ
る
。 

①
無
量
に
つ
い
て
『
観
経
』
第
七
華
座
観
を
引
用
す
る
。 

 

「
無
量
」
と
い
う
意
義
は
、
『
観
無
量
寿
経
』
（
第
七
華
座
観
）
に
説
か
れ
て
い
る
如
く

で
あ
る
。
「
七
宝
の
地
上
に
蓮
花
の
大
王
と
も
い
う
べ
き
大
宝
座
が
あ
る
。
そ
の
蓮
花
の

一
一
の
花
べ
ん
に
は
百
宝
の
色
を
あ
や
な
し
、
そ
の
な
か
に
八
万
四
千
の
脈
が
あ
っ
て
、

あ
た
か
も
自
然
の
（
妙
を
き
わ
め
た
）
絵
と
か
わ
ら
な
い
。
一
一
の
脈
に
は
八
万
四
千
の

光
が
あ
り
、
小
さ
な
花
べ
ん
で
も
さ
し
わ
た
し
二
百
五
十
由
旬
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
花
べ

ん
が
八
万
四
千
ま
い
、
か
さ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
一
の
花
べ
ん
の
間
に
百
億
の
も
っ
と

も
す
ぐ
れ
た
マ
ニ
珠
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
、
た
が
い
に
、
き
ら
め
き
、
よ
そ
お
い
あ
っ
て

い
る
。
一
一
の
マ
ニ
珠
は
千
の
光
明
を
放
ち
、
そ
の
光
は
お
の
ず
か
ら
七
宝
を
か
た
ち
づ

く
る
、
き
ぬ
が
さ
と
な
っ
て
地
上
を
あ
ま
ね
く
お
お
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
台
は
釈
迦
ビ

リ
ョ
ウ
ガ
宝
で
か
ざ
ら
れ
、
こ
の
蓮
花
の
台
は
八
万
の
金
剛
石
・
ケ
ン
シ
ュ
ク
ガ
宝
・
浄

マ
ニ
宝
珠
・
妙
真
珠
の
網
な
ど
で
か
ざ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
台
の
上
に
は
、
自
然
に
四
つ

の
宝
幢
が
立
ち
、
一
一
の
法
幢
は
あ
た
か
も
八
万
四
千
億
の
須
弥
山
の
よ
う
に
威
容
を
き

わ
め
て
い
る
。
幢
の
上
に
、
は
り
ま
わ
さ
れ
た
宝
の
幔
幕
は
夜
摩
天
宮
の
よ
う
に
、
五
百

億
の
微
妙
な
る
宝
珠
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
、
き
ら
め
き
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
一
一
の
宝
珠

に
は
八
万
四
千
の
光
が
あ
り
、
一
一
の
光
は
八
万
四
千
種
の
く
さ
ぐ
さ
の
金
色
を
な
し
、

そ
の
一
一
の
金
色
の
光
が
安
楽
国
の
宝
土
を
あ
ま
ね
く
お
お
っ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
変

化
し
て
い
ろ
い
ろ
ふ
し
ぎ
な
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
金
剛
石
の
台
と
な
り
、

あ
る
い
は
真
珠
の
網
と
な
り
、
い
ろ
と
り
ど
り
の
花
の
雲
と
な
り
、
十
方
に
わ
た
っ
て
意

の
ま
ま
に
変
現
し
、
仏
の
教
化
、
衆
生
の
利
益
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。 

 

②
『
観
経
』
第
七
華
座
観
の
意
を
釈
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
は
数
量
と
い
う
考
え
を
、
こ
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 

５
、
結
語 

 

だ
か
ら
「
無
量
大
宝
王
、
微
妙
の
浄
花
台
に
い
ま
す
。
」
と
の
た
ま
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

【
感
想
】 

 

数
量
と
い
う
考
え
を
こ
え
た
も
の
と
い
う
一
文
が
響
き
ま
す
。
私
の
人
生
は
計
算
で
す
。

あ
れ
こ
れ
計
っ
て
、
あ
あ
す
れ
ば
こ
う
な
る
は
ず
、
こ
う
す
れ
ば…

と
、
と
に
か
く
計
ら
う

日
々
で
す
。
つ
ま
り
自
分
の
考
え
が
根
本
な
の
で
す
。
こ
の
自
己
中
心
の
思
い
こ
そ
が
、
仏

を
仰
ぐ
信
云
々
の
歩
み
を
台
無
し
に
し
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。 

華
座
の
功
徳
は
、
法
蔵
菩
薩
の
願
心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
仏
を

仰
が
な
い
も
の
に
、
仏
を
い
よ
い
よ
尊
く
あ
お
ぐ
信
を
与
え
、
敬
い
心
の
な
い
も
の
に
、
い

よ
い
よ
深
く
う
や
ま
う
心
を
お
こ
さ
せ
、
法
に
背
く
も
の
に
、
ま
す
ま
す
法
を
愛
楽
す
る
気
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持
ち
を
芽
生
え
さ
せ
、
懈
慢
の
も
の
に
、
一
生
相
続
、
さ
ら
に
一
そ
う
修
行
に
は
げ
む
心
を

与
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

  

◆
身
業 

功
徳
の
詳
細 

 

１
、
論
偈
を
挙
げ
る
。 

相
好
の
光
一
尋
な
り
、
色
像
、
群
生
に
超
え
た
ま
え
り
。 

 ⒉
功
徳
の
名
を
標
す
る 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

 

〇
こ
こ
か
ら
正
し
く
蓮
華
座
に
お
坐
り
な
る
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
明
か
し
ま
す
。
三
業
の
内

の
身
業
を
分
け
て
、
ま
ず
そ
の
功
徳
を
示
し
ま
す
。 

 

○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
参
照 

・
相
好
と
は 

 

仏
の
身
体
に
具
わ
っ
て
い
る
立
派
な
特
徴
で
あ
る
三
十
二
相
八
十
随
形
好
を
い
う
。 

智
度
論
二
十
九
に
云
く
。 

 

『
相
大
厳
身
。
若
説
大
者
、
則
已
摂
小
。
復
次
相
麁
而
好
細
。
衆
生
見
仏
、
好
則
難
見

故
。 

 
 

又
相
者
、
余
人
共
得 

好
者
或
共
或
不
共
。
以
是
故 

相
好
別
説
』 

 

［
相
と
は
大
に
し
て
身
厳
か
な
り
。
若
し
大
と
説
か
ば
、
則
ち
已
に
小
な
る
を
摂
す
。 

復
次
に
相
と
は
麁
に
し
て
好
と
は
細
な
り
。 

衆
生
、
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、
好
は
則
ち
見
る
こ
と
難
き
が
故
に
。 

又
、
相
は
、
余
人
共
に
得
る
な
り
、
好
は
或
は
共
に
し
或
は
共
な
ら
ず
。 

是
を
以
て
の
故
に
、
相
と
好
を
別
に
説
け
る
な
り
。
］ 

 

徳
を
表
す
る
を
相
と
名
づ
け
、
情
に
愜(

か
な)

ふ
を
好
と
名
く
。 

［
愜(

キ
ョ
ウ
、
こ
こ
ろ
よ
い)

＝
快
志
満
］ 

 

大
小
麁
細
の
別
な
り
。 

 
 

相
と
好
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
と
小
、
麁
と
細
の
別
に
説
か
れ
る
。 

色
像 

相
好
を
総
じ
て
言
ふ
。 

身
業 

諸
徳
集
成
す
る
を
身
と
名
づ
け
、
身
に
業
用
す
る
を
業
と
云
ふ
。 

 

３
、
こ
の
功
徳
の
起
由
を
明
か
す
。 

 

仏
は
因
位
の
時
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
身
業
を
荘
厳
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

⑴
甚
不
超
越
の
問
題 

①
身
光
の
問
題 

応
化
身
の
受
一
丈
光
（
智
論
四
、
丈
光
相
、
四
辺
皆
有
一
丈
光
）
に
し
て
、
劫
初
の
人
身

光
に
甚
だ
超
絶
せ
ず
。 
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あ
る
仏
の
身
を
見
ら
れ
る
の
に
、
一
丈
の
光
明
を
は
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
人
身
の
光
と

あ
ま
り
か
け
は
な
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

②
色
像
の
問
題 

又
、
色
像
群
生
に
超
絶
せ
ず
し
て
転
輪
聖
王
に
同
じ
。 

 ○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
参
照 

智
度
論
七 

「
問
云
。
転
輪
聖
王
有
三
十
二
相
。
菩
薩
亦
有
三
十
二
相
。
有
何
差
別
。 

答
。
菩
薩
相
者
、
有
七
事
勝
。
」 

［
問
う
て
云
わ
く
。
転
輪
聖
王
、
三
十
二
相
有
り
。
菩
薩
亦
三
十
二
相
有
り
。
何
ら
の
差
別
有
る
や
。 

答
う
。
菩
薩
の
相
は
、
七
事
の
勝
有
り
。］ 

 

・
提
婆
等
、
所
減
一
、（
一
本
に
二
作
る
。
二
を
是
と
す
） 

智
度
論
八
十
八 

「
提
婆
達
多
有
三
十
相
、
無
三
十
二
。
転
輪
聖
王
雖
有
三
十
二
、
無
威
徳
。
不
具
足
不
得
処 

与
愛
等
煩
悩
倶
。
」 

［
提
婆
達
多
、
三
十
相
有
り
て
、
三
十
二
無
し
。
転
輪
聖
王
、
三
十
二
有
り
と
雖
も
、
威
徳
無
し
。 

具
足
せ
ず
処
を
得
ず
。
愛
等
煩
悩
と
倶
な
り
。］ 

 

大
地
の
上
に
於
い
て
は
、
尊
き
も
の
聖
な
る
も
の
と
雖
も
、
不
甚
超
絶
、
こ
れ
な
る
が
故

に
、
愚
か
な
る
も
の
は
。
尊
き
も
の
聖
な
る
も
の
を
軽
侮(

け
い
ぶ)

し
て
、
罪
悪
を
深
め
る

の
で
あ
る
。 

世
尊
と
提
婆
も
、
そ
の
身
相
に
於
い
て
は
あ
ま
り
に
違(

ち
が
い)

は
な
か
っ
た
。
そ
の
為

に
、
王
舎
城
の
悲
劇
は
は
じ
ま
っ
た
。（
観
経
発
起
序
。
涅
槃
経
。
智
論
十
四
。） 

た
と
え
ば
転
輪
王
の
相
好
の
よ
う
な
も
の
で
、
か
の
提
婆
達
多
は
そ
れ
に
く
ら
べ
て
わ
ず

か
に
劣
る
だ
け
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
は
大
体
か
わ
り
が
な
い
。
た
だ
一
つ
の
相
好
が
少
な

い
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
阿
闍
世
王
は
あ
や
ま
っ
て
争
乱
の
心
を
懐
い
た
の
で
あ
る
。 

  

「
提
婆
達
多
の
（
相
の
）
減
ず
る
と
こ
ろ
」
に
ふ
た
つ
の
説
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
減

一
」
で
、
眉
間
の
白
毫
相
が
欠
け
て
い
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
ふ
た
つ
に
は
「
減
二
」
で
、

足
の
裏
の
千
輻
輪
相
と
眉
間
の
白
毫
相
の
二
つ
が
欠
け
て
い
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
通
会
す

れ
ば
、
足
の
裏
は
見
え
に
く
い
の
で
、
一
見
す
れ
ば
欠
け
て
い
る
の
は
白
毫
相
だ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
根
本
的
な
問
題
は
、
千
輻
輪
相
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ

う
。 

・
千
輻
輪
相 

 

足
下
二
輪
相
、
足
下
千
輻
輪
相
と
も
い
う
。 

 

『
大
般
若
経
』「
足
の
下
に
千
輻
輪
の
文
あ
り
、
網
轂(

も
う
こ
く)

の
衆
相
円
満
せ
ず
と 

い
う
こ
と
な
し
。」 

網
は
輞
の
事
で
、
車
輪
の
外
周
を
つ
つ
む
タ
ガ
。
轂
は
車
輪
の
中
央
部
。 

『
観
念
法
門
』「
二
の
足
の
下
平
ら
か
に
し
て
千
輻
輪
相
あ
り
。
輻
輞(

ふ
く
も
う)

具
足
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し
、
み
な
光
明
あ
り
て
、
あ
ま
ね
く
十
方
の
刹
を
照
ら
す
。」 

輻
は
ス
ポ
ー
ク
。 

 
 

こ
の
相
は
、
仏
の
説
法
が
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
打
ち
破
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
初
転
法

輪
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
六
人
の
行
者
を
悟
り
へ
と
導
か
れ
た
功
徳
な
ど
を
表
し
、
法
輪
が

通
り
す
ぎ
る
と
そ
の
跡
に
は
清
ら
か
な
蓮
の
華
が
咲
く
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

・
又
、
刪
闍
耶
外
道
等
が
、（
陀
羅
尼
集
経
）
牛
車
に
む
か
ふ
蟷
螂
の
如
き
、
自
ら
量
ら
ず

し
て
軽
々
し
く
、
仏
に
敵(

あ
だ)

な
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

蟷
螂
の
譬
は
、
荘
子
の
人
間
世
に
云
く
。「
汝
不
知
夫
蟷
螂
等
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

汝
は
蟷
螂
を
知
ら
ざ
る
か
。
其
の
臂(

う
で)

を
怒(

ふ
り
あ)

げ
て
以
て
車
の
轍(

わ)

に
当

(

む
か)

う
。
其
の
任(

ち
か
ら)
に
勝(

た)

え
ざ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な
り
。 

然
る
に
、
応
身
か
く
の
如
く
な
す
に
よ
っ
て
、
仏
本
願
を
お
こ
し
て
そ
の
身
業
を
成
就

す
と
云
ふ
。
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
る
か
。
蓋
し
、
凡
眼
を
以
っ
て
す
る
限
り
、
応
身
は

人
天
に
超
絶
せ
ず
、
報
身
は
『
色
像
群
生
に
超
』
え
た
も
の
で
あ
る
。 

応
身
は
人
天
を
救
は
ん
が
為
の
応
身
で
あ
り
、
報
身
は
一
切
衆
生
の
自
覚
に
内
在
せ
ん

と
す
る
願
行
具
足
の
報
身
で
あ
る
。
闍
王
［
阿
闍
世
王
］、
提
婆
、
六
師
外
道
等
は
、
世
尊

の
内
的
尊
厳
を
知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
蟷
螂
の
類
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼

等
は
そ
の
内
面
に
真
智
を
成
就
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。 

真
智
成
就
し
て
、
本
仏
の
身
業
超
絶
を
知
ら
ば
、
彼
等
は
愕
然
と
し
て
覚
め
る
で
あ
ろ

う
。 応

身
は
報
身
を
指
す
に
あ
る
。
報
身
を
知
ら
ず
し
て
応
身
の
み
を
見
る
も
の
は
、
真
実

に
は
、
応
身
す
ら
知
ら
な
い
で
、「
乱
を
懐
き
」「
蟷
螂
の
如
く
」
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

⑵
能
く
願
を
選
ば
れ
る 

こ
の
故
に
か
く
の
ご
と
き
身
業
を
荘
厳
し
た
ま
へ
り
。 

 

４
、
疑
問
を
解
決
す
る
。 

①
仏
の
一
尋
が
六
尺
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。 

中
国
の
古
く
か
ら
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
六
尺
を
一
尋
と
い
う
。
（
真
身
観
）
で
は
「
阿

弥
陀
如
来
の
身
の
高
さ
は
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
で
あ
る
。
仏
の
円
光
は
百
億
の

三
千
大
千
世
界
の
よ
う
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
翻
訳
者
が
一
尋
と
い
う
こ
と
で
仏

の
相
好
の
光
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
ど
う
も
し
っ
く
り
合
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。 

②
こ
こ
は
尺
で
は
な
く
、
里
人
の
習
慣
に
拠
っ
た
と
解
釈
す
る
。 

数
も
か
ぞ
え
ら
れ
ぬ
里
人
た
ち
は
、
縦
横
・
長
短
を
は
っ
き
り
さ
せ
え
ず
、
み
な
一
様

に
横
に
両
手
の
ひ
じ
を
の
ば
し
た
長
さ
を
一
尋
と
い
っ
て
い
る
。
翻
訳
者
は
こ
の
（
素
朴

な
人
々
を
す
く
う
妙
な
る
み
教
え
の
）
意
味
を
も
っ
て
阿
弥
陀
如
来
が
精
い
っ
ぱ
い
に
、

の
ば
さ
れ
た
両
ひ
じ
の
大
き
さ
と
し
て
、
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
だ
か
ら
一

尋
と
い
え
ば
（
如
来
の
両
手
を
の
ば
さ
れ
た
長
さ
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
体
身
の
高
さ
と
同

じ
で
あ
る
か
ら
）
円
光
も
ま
た
直
径
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
で
あ
る
は
ず
で
あ

る
。 
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○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
抜
粋 

鸞
師
は
、
訳
者
は
里
舎
間
人
、
即
ち
在
所
の
人
が
通
俗
に
、
両
手
を
舒
べ
て
尋(

ひ
ろ)

と

云
ふ
に
順
じ
て
、
如
来
両
手
を
舒
べ
た
ま
ふ
を
一
尋
と
せ
る
も
の
と
通
釈
せ
ら
れ
る
。
誠

に
、
大
賢
の
巧
釈
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
か
く
と
ら
な
い
以
上
、
色
像
超
群
生
が
句
の
説
き

や
う
が
な
い
。 

 ５
、
結
語 

 

だ
か
ら
「
相
好
の
光
一
尋
な
り
、
色
像
、
群
生
に
超
え
た
ま
え
り
」
と
の
た
ま
わ
れ
た
の

で
あ
る 

 

６
、
問
答
。『
観
経
』
を
も
っ
て
、
身
業
功
徳
を
更
に
訪
ね
る
。 

○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
抜
粋 

茲
に
相
好
色
像
の
義
に
因
み
て
、
観
経
像
観
の
文
を
出
さ
れ
た
る
は
、
唯
心
自
性
の
誤
謬 

(

ご
び
ゅ
う)

を
簡
ん
で
、
指
方
立
相
の
宗
義
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

聖
道
諸
師
の
浄
土
門
に
於
け
る
誤
解
は
、
主
と
し
て
像
観
の
説
に
胚
胎
す
。 

 

終
南
の
釈
明
に
、
こ
の
意
を
見
る
。
鸞
師
の
時
代
、
已
に
萌
芽
あ
り
。
故
に
こ
の
通
釈
あ

り
。 

 

曇
鸞
註
解
の
文
に
「
五
に
は
唯
是
れ
自
力
に
し
て
他
力
の
持
つ
無
し
」
と
あ
る
等
、
当
時

の
時
代
思
潮
知
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

⑴
問
い 

『
観
経
』
に
い
わ
れ
て
い
る
。 

「
諸
仏
如
来
は
法
界
身
で
あ
る
。
（
だ
か
ら
）
す
べ
て
の
衆
生
の
心
の
想
い
の
な
か
に
入

る
。 だ

か
ら
汝
ら
が
心
に
仏
を
想
う
と
き
、
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
三
十
二
相
八
十
随
形
好
で
あ

る
。 

こ
の
心
が
仏
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
。 

諸
仏
正
遍
知
海
は
衆
生
の
心
想
よ
り
生
ず
る
」
と
。 

こ
の
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。 

 

⑵
答
え 

①
法
界
身
心
に
入
る
を
釈
す
。 

身
は
集
め
て
成
立
す
る
意
味
に
名
づ
け
る
。
界
は
事
物
の
別
々
の
相
に
名
づ
け
る
。 

た
と
え
ば
、
眼
界
が
眼
根
・
そ
の
対
境
・
空
間
・
明
る
さ
・
意
志
と
い
う
五
つ
の
因
縁
よ
り

生
ず
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
眼
は
た
だ
眼
自
身
の
因
縁
を
行
ず
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
他
の
因
縁
に
は
か
か
わ
ら
な
い
。
そ
れ
が
つ
ま
り
事
物
が
別
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
耳
・
鼻
な
ど
の
界
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 

○
夜
晃
先
生
『
論
註
講
義
ノ
ー
ト
』
抜
粋 
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『
法
界
身
に
入
る
を
釈
す
る
』
に
当
っ
て
先
ず
、『
身
界
』
を
釈
せ
ら
れ
る
。 

 

『
身
を
集
成
と
名
づ
け
、
界
を
事
別
と
名
づ
く
』［
身
の
字
を
丸
囲
み
］ 

・
身
集
成
『
唯
識
』
十
に
云
く
。 

 

「
体
、
依
、
聚
、
義
総
説
名
身
」［
体
、
依
、
聚
の
義
、
総
じ
て
説
き
て
身
と
名
く
］ 

 
 
 
 
 

［
聚
の
字
を
丸
囲
み
］ 

『
大
乗
義
章
』
廿
本
に
云
く
。 

 

「
身
者
是
体
、
此
五
仏
体
。
故
名
為
身
。
又
徳
聚 ◎

積
亦
名
為
身
」［
身
と
は
是
れ
体
な
り
、 

此
れ
五
仏
体
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
身
と
為
す
。
又
、
徳
聚
積
す
る
も
亦
名
づ
け
て
身
と
為
す
］ 

 

今
は
即
ち
『
聚
』
の
義
で
あ
る
。
衆
生
身
の
如
き
は
、
五
陰
が
積
集
し
て
成
就
す
。 

仏
身
亦
然
り
。
無
漏
の
五
蘊
が
積
集
し
て
成
ず
る
所
な
り
。 

・
界
。 

 

如
眼
界
よ
り
例
を
引
て
釈
す
。 

 

『
俱
舎
』
に
云
く
。 

 

「
法
種
族
義
是
界
義
。
如
一
山
中
有
多
綱
鐵
金
銀
等
族
、
説
名
為
界
。 

如
是
一
身
、
或
一
相
続
。
有
十
八
類
諸
法
種
族
、
名
十
八
界 

止 
 

有
説
界
声
表
種
類
義
、
謂
十
八
法
。
種
類
自
性
各
別 ◦

不
同
、
名
十
八
界
。」 

 

『
法
界
次
第
』
五
に
云
く
。 

 
 

「
通
明
界
者
、
以
界
別
、
為
義
。
此
十
八
法
。
各
有
別
体
。
義
無
渾
濫
、
故
通
受
界
名

也
」 

 

・
界
は
種
別
を
云
ふ
。
＝
差 ◦

別 ◦

し ◦

た ◦

物 ◦

□ ◦ 

 

・
眼
界
縁
と
は
、
眼
識
界
発
生
の
縁
を
い
ふ
。 

 
 
 

眼
根
と
、
色
境
と
、
虚
空
と
、
光
明
と
作
意
と
、
此
五
法
を
具
し
て
能
く
眼
識
を
発

す
。 

 
 
 

こ
れ
を
「
生
」
と
な
す
。 

 
 

親
し
く
自
ら
生
ず
る
に
非
ず
。
眼
が
但
巳
縁
を
行
じ
て
他
の
声
香
等
を
行
ぜ
ざ
る
は
、

界 

 
 

別
す
る
が
故
な
り
。
故
に
是
眼
等
と
い
ふ
。
耳
鼻
舌
等
通
じ
て
余
界
を
知
ら
し
む
。 

 

②
正
し
く
経
文
を
釈
す
。 

・
法
界
の
二
字
を
釈
す
。 

諸
仏
如
来
は
是
れ
法
界
身
な
り
と
言
ふ
は
、
法
界
は
是
れ
衆
生
の
心
法
な
り
。
心
能
く
世

間
・
出
世
間
の
一
切
諸
法
を
生
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
心
を
名
け
て
法
界
と
為
す
。 

・
是
法
界
身
を
釈
す
。 

法
界
は
能
く
諸
の
如
来
の
相
好
の
身
を
生
ず
。
亦
色
等
の
能
く
眼
識
を
生
ず
る
が
如
し
。

こ
の
故
に
仏
身
を
法
界
身
と
名
く
。 

・
入
衆
生
心
を
釈
す
。 

是
の
身
、
他
縁
を
行
ぜ
ず
。
是
の
故
に
、
一
切
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
入
る
と
な
り
。 

・
法
界 

 

一
切
衆
生
の
意
識
作
用 
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法
界
と
は
衆
生
の
心
法
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

何
故
な
ら
ば
『
心
能
く
世 ◦

間 ◦

出 ◦

世 ◦

間 ◦

の
一
切
諸
法
を
生
ず
る
を
以
っ
て
の
故
』
に
で
あ

る
。 

心
を
以
っ
て
法
界
と
す
る
。
こ
れ
は
、
心
の
所
生
を
以
っ
て
還
っ
て
能
生
の
心
に
名
づ
け
て 

心
を
法
界
と
し
た
の
で
あ
る
。 

［
上
部
の
書
き
込
み
：
意
識
作
用
が
迷
ひ
の
世
界
も
悟
り
の
世
界
も
一
切
の
事
□
□
□
を
、 

観
わ
け
る
が
故
に
法
界
と
云
ふ
。］ 

 

・
法
界
身 

 

法
界
即
ち
衆
生
の
心
想
が
如
来
相
好
身
を
生
ず
。［
生
ず
＝
観
る
］ 

即
ち
心
所
生
の
身
を
法
界
身
と
名
づ
け
る
。 

 

亦
色
等
能
く
眼
識
を
生
ず
る
が
如
し
と
は
、
例
に
今
す
る
也
。 

 

『
定
善
義
』
に
云
く
。 

 

「
法
界
と
言
ふ
は
と
是
れ
所
化
之
境
、
即
ち
衆
生
界
な
り
。
身
と
言
ふ
は
是
れ
能 ◦

化 ◦

之 ◦

身 ◦

、
即
ち
諸
仏
の
身
な
り
。」 

 

善
導
の
意
は
、
衆
生
（
法
界
）
に
赴
く
の
身
を
法
界
（
衆
生
）
身
（
仏
身
）
と
な
す
也
。 

 

鸞
師
の
意
は
、
法
界
所
生
の
身
と
為
す
。 

 
 

異
と
謂
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
、
聖
道
等
の
諸
師
が
、
法
界
を
釈
し
て
理
法
界
と
な
す
に
、

揀
ぶ
点
は
同
一
で
あ
る
が
故
に
、
相
妨
げ
ず
。 

 

鸞
師
は
、
発
生
的
に
説
き
、
善
導
は
救
済
の
大
用
認
識
の
上
よ
り
説
け
る
も
の
で
あ
る
。 

 

・
入
衆
生
心 

 

是
身
他
縁
を
行
ぜ
ず 

 

他
縁
を
行
ぜ
ず
と
は
、
衆
生
が
心
に
仏
を
念
じ
、
仏
身
衆
生
心
を
捨
て
ざ
る
が
故
で
あ

る
。 

 

『
原
要
』
に
云
く
。 

 

「
法
界
能
く
如
来
を
生
ず
る
に
自
ら
二
義
あ
り
。 

一
に
本
縁
に
約
す
。
謂
く
如
来
は
、
本
衆
生
の
心
法
を
縁
じ
て
大
悲
の
願
を
興
し
て
、

此
法
身
を
成
ず
。
衆
生
の
無
明
心
が
仏
の
大
悲
を
撃
発
す
る
は
、
義
は
能
生
の
如
し
。 

二
に
現
修
に
約
す
。
謂
く
因
縁
時
至
り
、
感
応
道
交
り
衆
生
が
心
に
仏
を
念
ず
。
仏
大

悲
身
来
り
て
心
中
に
現
ず
。
龍
樹
の
若
人
願
作
仏
応
時
為
現
身
と
い
ふ
が
如
き
は
今
と
義

同
じ
。 

念
に
由
っ
て
現
ず
る
が
故
に
、
義
は
能
生
の
如
し
。』 

後
義
を
是
と
す
。
次
の
文
あ
る
が
故
に
。 

 
 
 
 
 
 
 

存
覚
浄
土
見
聞
集
参
照 

 

⑵
心
想
即
相
好
を
釈
す
。 

①
牒
釈 

心
に
仏
を
想
ふ
時
、
是
の
心
即
ち
是
れ
三
十
二
相
八
十
随
形
好
な
り
と
い
ふ
は
、
当
に
衆
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生
の
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
仏
身
の
相
好
、
衆
生
の
心
中
に
顕
現
す
る
な
り
。 

 

②
喩
顕 

 
 
 

浄
信 

 
 
 
 

色
身 

顕
現 

 
 
 
 
 

能
所
別 

 
 

一
体 

譬
へ
ば
水
清
け
れ
ば
則
ち
色
像
現
ず
、
水
と
像
と
一
な
ら
ず
、
異
な
ら
ざ
る
が
如
し
。 

 

③
結
釈 

故
に
仏
の
相
好
の
身
即
ち
是
れ
心
想
と
言
へ
る
な
り
。 

・
上
は
仏
が
機
に
応
じ
た
ま
ふ
徳
に
約
し
、
此
は
衆
生
能
観
の
相
に
約
す
。 

 

「
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
是
の
心
即
ち
是
れ
三
十
二
相
八
十
随
形
好
と
い
ふ
は
」「
当
に
衆 

 

 

生
仏
を
想
ふ
時
、
仏
身
の
相
好
、
衆
生
の
心
の
中
に
顕
現
す
る
な
り
。」 

 

「
想
仏
」
と
は
観
想
に
約
し
て
言
ふ
。
初
起
後
続
何
れ
に
て
も
好
し
。 

 

仏
身
相
好
と
は
、
是
心
即
是
等
の
文
意
。 

 

相
好
と
は
、
色
身
に
約
し
て
言
ふ
。
定
善
義
に
は
、
三
無
障
碍
に
約
し
て
言
ふ
。 

［
定
善
義
の
像
観
：「
法
界
」
と
い
ふ
は
三
義
あ
り
。 

一
に
は
心
遍
す
る
が
ゆ
ゑ
に
法
界
を
解
す
。 

二
に
は
身
遍
す
る
が
ゆ
ゑ
に
法
界
を
解
す
。 

三
に
は
障
礙
な
き
が
ゆ
ゑ
に
法
界
を
解
す
。］ 

下
の
利
行
満
足
の
釈
に
も
心
遍
身
遍
を
言
ふ
。 

［
論
註
下
巻
、
利
行
満
足
章
：「
遍
」
に
二
種
あ
り
。 

一
に
は
聖
心
あ
ま
ね
く
一
切
の
法
を
知
ろ
し
め
す
。 

二
に
は
法
身
あ
ま
ね
く
法
界
に
満
つ
。
も
し
は
身
、
も
し
は
心
、
遍
せ
ざ
る
は
な
し
。
］ 

心
想
が
即
ち
仏
な
る
こ
と
を
言
ふ
も
、
唯
心
所
変
の
謂
に
非
ず
。
但
是
れ
心
境
相
応
の

義
で
あ
る
。 

 

・
喩
。
水
清
と
は
衆
生
の
想
仏
、
即
ち
浄
信
心
で
あ
る
。 

色
像
現
と
は
、
仏
の
相
好
身
が
衆
生
心
中
に
顕
現
す
る
に
喩
ふ
。 

不
一
不
異
。
即
是
の
義
を
形
は
す
。
能
所
別
な
り
故
に
不
一
、
相
応
一
体
故
に
不
異
と
い

ふ
。 

故
に
、
仏
身
の
相
好
即
ち
是
れ
心
想
と
云
ふ
の
で
あ
る
。 

 

⑶
心
作
仏
是
仏
を
釈
す
。 

①
牒
釈 

是
の
心
作
仏
す
と
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
心
能
く
作
仏
す
る
な
り
。
是
の
心
是
れ
仏
と
い
ふ

は
、
心
の
外
に
仏
無
き
た
も
う
な
り
。 

②
喩
顕 

・
総 

心
が
仏
身
を
出
す
を
謂
ふ 

仏
身
が
心
に
依
る
を
謂
ふ 

譬
へ
ば
火
は
木
よ
り
出
で
て
、
火
、
木
を
離
る
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。 

・
別 木

を
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
則
ち
能
く
木
を
焼
く
。
木
、
火
の
た
め
に
焼
か
れ
て
、
木
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即
ち
火
と
為
る
が
如
し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［
心
外
無
仏
］ 

 

［
ペ
ー
ジ
上
部
：
是
心
作
仏
等
。
信
巻
引
用
。
六
要
鈔
に
「
凡
心
及
び
た
る
仏
心
の
不
一
不

異
の
義
を
顕
す
」
よ
り
仏
凡
一
体
論
盛
に
お
こ
る
。
聖
道
諸
師
、
理
観
と
し
、
弥
陀
の
理

法
身
と
釈
等
の
理
法
身
と
は
一
つ
で
あ
り
、
是
心
と
は
、
衆
生
能
観
の
心
、
作
仏
は
、
能

観
の
心
の
う
へ
に
、
所
観
の
仏
身
現
は
れ
る
。
是
心
是
仏
と
は
、
所
観
の
仏
、
能
観
の
心

と
一
つ
に
な
り
、
能
観
の
心
そ
の
ま
ま
が
仏
也
と
す
る
即
ち
衆
生
そ
の
も
の
が
仏
と
な

る
。］ 

 

・
是
心
作
仏
と
い
ふ
こ
こ
ろ
は
『
心
能
く
作
仏
す
る
な
り
』
と
、
こ
れ
修
観
を
以
っ
て
こ
れ 

を
云
ふ
。
諸
師
が
観
仏
の
心
成
仏
す
る
と
解
す
る
と
は
大
い
に
異
な
り
。 

 

『
定
善
義
』
に
「［
是
心
作
仏
と
い
ふ
は
、
］
自
の
信
心
に
依
り
て
相
を
縁
ず
る
は
作
の
如

し
。
」 

と
、
こ
の
意
な
り
。 

 

・
心
外
無
仏
。
所
縁
の
境
の
仏
が
、
能
縁
の
衆
生
心
に
入
れ
ば
、
即
ち
心
外
に
境
な
き
が
故 

 

に
、
心
の
外
に
仏
ま
し
ま
さ
ず
と
云
ふ
。 

 

定
善
義
に
、 

 

「［
是
心
是
仏
と
い
ふ
は
、
］
心
能
く
仏
を
想
へ
ば
、
想
に
依
り
て
仏
身
現
ず
。
即
ち
是
の

心
仏
な
り
。
是
の
心
を
離
れ
て
外
に
更
に
異
仏
無
け
れ
ば
な
り
。」 

 

他
師
の
唯
心
の
釈
と
義
の
別
な
る
こ
と
を
見
る
べ
し
。 

 

・
譬
。
木
＝
心 

 
 
 

火
＝
仏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
身
心
に
依
る 

［
総
１ 

心
作
仏
是
仏 

 
 

仏 

心 
 
 
 
 
 

仏 

心 

 

心
仏
身
よ
り
出
す
］
＝
「
火
、
木
よ
り
出
で
て
」「
火
、
木
を
離
れ
ず
。」
仏
［
〇
囲
み
］ 

［
別
２ 

心
能
作
仏 

 
 

心 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心 

 

仏
身
心
に
□
す
］
＝
木
を
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
則
ち
能
く
木
を
焼
く 

［
別
３ 

心
外
無
仏 

 
 

心 

仏 
 
 
 
 
 
 

心 
 

仏 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

木
、
火
の
為
め
に
焼
れ
て
木
即
ち
火
と
為
る
也 

□
す
る
が
故
に
即
ち…

［
薄
字
で
読
め
な
い
］ 

  

信
文
類
に
一
念
□
□
釈
に
今
文
を
引
く
［12-84

～
］。
生
仏
不
二
の
趣
旨
を
示
す
也
。

（
典
八
四
） 

 

［
ペ
ー
ジ
上
部
：
善
導
の
事
観 

 
 
 
 
 
 
 
 

定
善
義
の
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

是
心
作
仏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

是
心
是
仏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宗
祖
の
意 
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略
文
類
［13-16

の
こ
と
か
］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
巻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

是
心
＝
一
念
□
□
の
信
心
］ 

 

⑷
智
海
従
心
生
を
釈
す 

①
正
遍
知
を
釈
す 

諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想
よ
り
生
ず
と
い
ふ
は
、
正
遍
知
と
は
真
正
に
法
界
の
如
く
に
し
て

知
る
な
り
。
法
界
は
無
相
な
る
が
故
に
諸
仏
は
無
知
な
り
。
無
知
を
以
て
の
故
に
知
ら
ざ
る

は
な
し
。
無
知
に
し
て
知
る
者
、
是
れ
正
遍
知
な
り
。 

 

②
海
を
釈
す 

是
に
知
ん
ぬ
、
深
広
に
し
て
測
量
す
べ
か
ら
ず
が
故
に
海
に
譬
ふ
る
な
り
。 

 

・
正 

 

＝ 

真
正 

 

遍
知 

＝ 

如
法
界
而
知 

 

云
何
が
真
正
な
る
。
法
界
の
如
く
な
る
が
故
に
。 

 

法
界
と
は
何
ぞ
。
諸
法
実
相
、
是
れ
な
り
。 

 

下
の
浄
入
願
心
釈
中
に
も
、「
実
相
無
相
故
真
智
無
知
也
」
又
利
行
満
足
の
釈
中
に
も

「
法
性
無
相
故
聖
智
無
知
也
」 

如
法
界
と
は
、
次
に
釈
し
て
「
法
界
無
相
諸
仏
無
知
也
」、
こ
れ
即
ち
無
分
別
智
な
り
。 

中
道
の
境
の
如
く
な
る
、
是
れ
真
正
の
義 

無
相
と
は
仮
名
相
を
離
す
る
也
。
即
ち
中
道
の
境
を
法
性
無
相
と
言
ふ
。 

下
の
浄
入
願
心
の
註
に
は
、
無
相
故
能
無
不
相
と
知
る
べ
し
。
諸
法
是
実
相
な
り
。 

無
知
＝
真
実
智
慧 

 
 
 

実
相
の
境
の
如
く
、
分
別
す
る
所
無
き
を
謂
ふ
。 

 
 
 

境
智
如
如
な
る
が
故
な
り
。 

 

以
無
知
故
無
不
知
也 

 

正
即
ち
徧
の
義
を
釈
す
。 

 

有
所
得
の
智
は
、
実
相
の
境
の
如
く
な
ら
ず
、
故
に
知
ら
ざ
る
所
あ
り
。 

 

無
分
別
智
は
、
法
界
の
如
く
な
る
が
故
に
、
遍
く
一
切
法
を
知
る
。
境
が
無
相
に
し
て 

 

定
性
な
け
れ
ば
、
亦
能
く
相
な
ら
ざ
る
な
し
。
智
既
に
無
知
に
し
て
偏
執
な
け
れ
ば
、 

 

亦
能
く
知
ら
ざ
る
な
し
。 

「
無
知
に
し
て
知
る
者
、
是
れ
正
徧
知
也
」 

 

名
義
を
結
成
す
。
真
実
の
智
慧
、
即
ち
是
れ
正
徧
知
で
あ
る
。 

 

海
。
是
に
知
ん
ぬ
、
深
広
に
し
て
測
量
す
べ
か
ら
ず
が
故
に
海
に
譬
ふ
る
な
り
。 

 
 

『
大
経
』
に
言
く
。 

 
 
 

『
如
来
智
慧
海
深 ◦

広 ◦

無
涯
底
』 

 
 
 

正
の
故
に
深
と
称
し 

 
 
 

遍
の
故
に
広
と
言
ふ 

 
 

『
観
経
』
に
は
、 
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『
諸
仏
正
徧
知
海
従 ◦

心 ◦

想 ◦

生 ◦

』
と
云
ふ
。 

 
 

今
は
略
し
て
説
か
ず
。
義
は
前
に
同
じ
。 

・
料
簡 

 

光
一
尋
を
釈
す
る
に
観
経
の
真
身
観
の
文
を
引
か
れ
た
。
然
る
に
真
身
観
の
仏
は
、
聖
人

は
、 

化
身
と
せ
ら
れ
た
。
今
引
ひ
て
論
の
色
像
に
同
す
る
は
如
何
。 

 
 

終
南
は
判
じ
て
是
報
非
化
と
曰
ひ
、
第
十
八
の
本
願
に
酬
報
す
る
も
の
と
為
す
。
然
る

に
上
人
が
こ
れ
を
化
身
と
判
ぜ
ら
れ
る
は
、
未
熟
の
機
の
観
見
す
る
辺
に
約
す
る
故
な

り
。
『
教
行
信
証
大
意
』
の
釈
の
如
し
。 

 
 

鸞
師
は
直
ち
に
真
報
身
と
な
す
。
下
の
身
業
功
徳
の
釈
の
如
し
。 

 

人
あ
っ
て
今
の
釈
を
も
て
化
に
寄
す
る
と
な
す
も
の
は
、
光
一
尋
と
云
ひ
、
六
十
万
憶
那

由
他
恒
恒
河
沙
由
旬
と
言
ふ
数
量
の
説
あ
る
に
泥
む
よ
り
来
る
説
な
り
。 

 
 

然
れ
ど
も
仏
身
は
清
浄
に
し
て
、
染
碍
を
離
る
。
喩
へ
ば
虚
空
の
如
し
。
長
短
方
円
大

小
多
少
、
終
に
不
可
得
。
而
れ
ど
も
、
こ
れ
を
説
く
に
は
必
ず
方
あ
り
。
未
だ
甞
て
数
量

に
依
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
八
万
四
千
と
云
ひ
、
六
十
万
憶
、
百
億
三
千
世
界
と
云
ひ
、
身

光
一
尋
と
云
ふ
。
皆
是
れ
一
途
の
数
量
な
り
。
而
れ
ど
も
此
数
量
は
則
ち
非
数
量
で
周
遍

な
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
故
に
満
虚
空
中
と
云
ふ
も
大
と
為
す
に
足
ら
ず
、
丈
六
八
尺
と
云

ふ
も
亦
何
ぞ
卑
し
め
ん
。
若
し
夫
れ
量
と
無
量
と
を
以
っ
て
真
仮
を
分
別
す
る
も
の
は
、

且
く
増
勝
に
約
す
る
の
説
の
み
。
大
小
必
ず
真
仮
な
ら
ず
。
須
く
意
を
得
て
解
す
べ
し
。 

 
 

今
釈
は
勿
論
真
実
義
に
し
て
化
身
に
非
ず
。 

 

【
ま
と
め
】 

・『
観
経
』2-15

第
九
真
身
観 

「
仏
身
を
観
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
亦
仏
心
を
見
る
。
仏
心
と
は
大
慈
悲
是
れ
な
り
。」 

仏
身
と
は
、
こ
こ
で
は
三
十
二
相
八
十
随
形
好
と
い
う
大
小
麁
細
の
功
徳
を
指
す
の
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
大
本
は
仏
心
で
あ
り
、
観
経
に
は
大
慈
悲
で
あ
る
と
説
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

阿
弥
陀
仏
は
、
こ
の
無
縁
の
慈
（
慈
悲
そ
の
も
の
が
本
性
で
あ
る
こ
と
）
を
以
っ
て
、
諸
々

の
衆
生
（
凡
夫
）
を
救
う
こ
と
を
本
質
と
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

・
仏
の
身
業
、
身
の
業(

わ
ざ)

と
い
う
も
の
が
、
こ
こ
で
は
理
観
（
仏
を
理
で
観
ず
る
こ

と
）
で
な
く
事
観
（
具
体
的
な
相
を
観
ず
る
こ
と
）、
そ
の
事
観
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
事

仏
、
私
た
ち
の
目
に
見
え
る
相
で
説
か
れ
て
あ
る
こ
と
が
、
大
切
か
と
思
い
ま
す
。 

 

は
じ
め
は
仏
の
身
光
が
、
人
に
対
し
て
は
な
は
だ
壮
大
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
人
間
の
思
い
を
超
え
て
い
る
事
を
示
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
を
超
え
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

夜
晃
先
生
の
講
義
ノ
ー
ト
に
は
、
上
は
仏
が
機
に
応
じ
た
ま
ふ
徳
に
約
し
、
此
は
衆
生
能

観
の
相
に
約
す
。「
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
是
の
心
即
ち
是
れ
三
十
二
相
八
十
随
形
好
と
い
ふ

は
」「
当
に
衆
生
、 

仏
を
想
ふ
時
、
仏
身
の
相
好
、
衆
生
の
心
の
中
に
顕
現
す
る
な
り
。」 

 

仏
は
自
ら
の
功
徳
を
そ
の
ま
ま
届
け
た
い
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
計
ら
い
心
が
雑
じ
っ

た
、
智
慧
の
な
い
ふ
る
ま
い
に
対
し
、
ど
こ
ま
で
も
凡
夫
を
救
わ
ん
が
た
め
の
お
姿
が
讃
嘆

な
さ
れ
た
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀
佛 
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梯
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往
生
論
註
（
上
巻
）
総
説
分
・
観
察
文
・
器
世
間 

（
論
註
） 

相
好
の
光
一
尋
な
り 

色
像
群
生
に
超
え
た
ま
え
り 

 

此
の
二
句
は
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。 

仏
本
何
が
故
ぞ
此
の
如
き
の
身
業
を
荘
厳
し
た
も
う
。 

有
る
仏
身
を
見
そ
な
わ
す
に
、
一
丈
の
光
明
を
受
け

た
り
。
人
の
身
光
に
於
い
て
甚
だ
超
絶
せ
ず
。
転
輪

王
の
相
の
如
し
。
抑

そ
も
そ

も
亦
大
き
に
提
婆
達
多
の
減
ず

る
所
に
同
じ
。
唯
一
な
り
。
阿
闍
世
王
を
し
て
茲 こ

こ

を

以
て
乱
を
壊 な

つ

か
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
刪
闍
耶

さ
ん
じ
ゃ
や

等
を

し
て
敢 あ

え
て
蟷
螂

と
う
ろ
う

の
如
く
す
。
或
は
此
の
如
き
の
類

な
り
。 

是
の
故
に
此
の
如
き
の
身
業
を
荘
厳
せ
り
。 

此
の
間
の
詁 こ

訓 く
ん

を
案
ず
る
に
六
尺
を

尋
た
ず
ね
る

と
曰
う
。

観
無
量
寿
経
に
言
え
る
が
如
し
。
阿
弥
陀
如
来
の
身

の
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
仏
の

円
光
は
百
億
の
三
千
大
千
世
界
の
如
し
、 

と
。
訳
者
尋
を
以
て
し
て
言
え
り
。 

何
ぞ
其
れ
晦 く

ら

か
ら
ん
や
。 

里
舎
の
間
の
人
、
縦
横
長
短
を
簡
ば
ず
。

咸
こ
と
ご
と

く
横

に
両
手
の
臂 ひ

じ

を
舒 の

べ

て
尋
と
な
す
と
謂
え
り
。 

若
し
訳
者
或
は
此
の
類
を
取
り
て
、
用
い
て
阿
弥
陀 

 

身
業
功
徳
・
口
業
功
徳
・
心
業
功
徳
・ 

（
現
代
語
訳
） 

 
 

 
 

豊
平
班
・
河
野
繁
典 

相
好
の
光
一
尋
な
り 

色
像
群
生
に
超
え
た
ま
え
り 

此
の
二
句
は
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。 

仏
は
も
と
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
身
業
を
荘
厳
さ
れ
た

か
と
い
う
と
、
あ
る
仏
の
身
を
見
ら
れ
る
の
に
、
一

丈
の
光
明
を
成
就
し
て
い
る
だ
け
で
、
人
身
の
光
と

あ
ま
り
か
け
は
な
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
天
輪
王
の
相
好
の
よ
う
な
も
の
で
、
か
の
提
婆
達

多
は
そ
れ
に
く
ら
べ
て
わ
ず
か
に
劣
る
だ
け
で
、
一

見
し
た
と
こ
ろ
は
大
体
か
わ
り
が
な
い
。
た
だ
一
つ

の
相
好
が
少
な
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
阿
闍
世

王
を
し
て
あ
や
ま
っ
て
（
提
婆
達
多
に
帰
伏
す
る
と

い
う
）
争
乱
の
心
を
懐 い

だ

か
し
め
た
の
で
あ
る
。
サ
ン

ジ
ャ
ヤ
ら
の
外
道
が
、
か
ま
き
り
の
よ
う
な
小
さ
な

う
で
を
釈
尊
に
ふ
り
あ
げ
た
の
も
こ
の
よ
う
な
類
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
身
業
を
荘
厳
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

こ
の
国
の
古
く
か
ら
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
六
尺
を

一
尋
と
い
う
。
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
「
阿
弥
陀
如
来

の
身
の
高
さ
は
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
で
あ

る
。
仏
の
円
光
は
百
億
の
三
千
大
千
世
界
の
よ
う
で

あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
翻
訳
者
が
一
尋
と
い
う

こ
と
で
仏
の
相
好
の
光
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
ど

う
し
て
も
し
っ
く
り
合
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。 

数
も
か
ぞ
え
ら
れ
ぬ
里
人
た
ち
は
、
縦
横
長
短
の

区
別
な
く
、
み
な
一
様
に
横
に
両
手
の
ひ
じ
を
の
ば

し
た
長
さ
を
一
尋
と
い
っ
て
い
る
。
翻
訳
者
は
あ
る

い
は
こ
の
意
味
を
も
っ
て
阿
弥
陀
如
来
が
せ
い
一
ぱ

い
に
の
ば
さ
れ
た
両
ひ
じ
の
大
き
さ
と
し
て
あ
ら
わ 
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如
来
の
舒 の

べ

た
も
う
臂 ひ

じ

に
准
じ
て
言
わ
ん
と
為 す

る
か
。

故
に
一
尋
と
称
せ
ば
円
光
も
亦
六
十
万
億
那
由
他
恒

河
沙
由
旬
に
侄 わ

た

る
べ
し
。
是
の
故
に
、
相
好
光
一
尋
・

色
像
超
群
生
と
言
え
り
。 

 

。
問
う
て
言
わ
く
。
観
無
量
寿
経
に
言
わ
く
。
諸
仏

如
来
は
是
れ
法
界
身
な
り
。
一
切
衆
生
の
心
想
の
中

に
入
る
。
是
の
故
に
汝
等
心
に
仏
を
想
う
時
、
是
の

心
即
ち
是
れ
三
十
二
相
八
十
随
形
好
な
り
。
是
の
心

作
仏
す
。
是
の
心
是
れ
仏
な
り
。
諸
仏
正
遍
知
海
は

心
想
従
り
生
ず
。
是
の
義
云 い

か

何 ん

ぞ
や
。 

  

答
え
て
言
わ
く
。
身
を
集
成
と
名
づ
く
。
界
を
事

別
と
名
づ
く
。
眼
界
の
根
・
色
・
空
・
明
・
作
意
の
五

の
因
縁
を
縁
じ
て
生
ず
る
を
名
づ
け
て
眼
界
と
為
す

が
如
し
。
是
れ

眼
ま
な
こ

但
だ
自
か
ら

己
お
の
れ

が
縁
を
行
じ
て
、

他
縁
を
行
ぜ
ず
。
事
別
な
る
を
以 

て
の
故
に
。
耳
鼻
等
の
界
も
亦
是
の
如
し
。 

  

諸
仏
如
来
是
法
界
身
と
言
う
は
、
法
界
は
是
れ
衆
生
の

心
法
な
り
。
心
能
く
世
間
・
出
世
間
の
一
切
諸
法
を
生

ず
る
を
以
て
の
故
に
心
を
名
づ
け
て
法
界
と
為
す
。
法

界
能
く
諸
の
如
来
の
相
好
の
身
を
生
ず
。
亦
色
等
の
能

く
眼
識
を
生
ず
る
が
如
し
。
是
の
故
に
仏
身
を
法
界
身

と
名
づ
く
。
是
の
身
他
の
縁
を
行
ぜ
ず
。
是
の
故
に
一

切
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
る
と
な
り
。 

   

し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
だ
か
ら
一
尋
と
い
え
ば

（
如
来
の
両
手
を
の
ば
さ
れ
た
長
さ
で
あ
り
、
そ
れ

は
だ
い
た
い
身
の
高
さ
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
）
円
光

も
ま
た
直
径
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
で
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
相
好
の
光
一
尋
な
り
、
色

像
は
群
生
に
超
え
た
ま
え
り
」
と
の
た
ま
わ
れ
た
の

で
あ
る
。 

問
い
。
『
観
無
量
寿
経
』
に
い
わ
れ
て
い
る
。
「
諸

仏
如
来
は
法
界
身
で
あ
る
。
（
だ
か
ら
）
す
べ
て
の
衆

生
の
心
の
想
い
の
な
か
に
入
る
。
だ
か
ら
汝
ら
が
心

に
仏
を
想
う
と
き
、
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
三
十
二
相

八
十
随
形
好
で
あ
る
。
こ
の
心
が
仏
と
な
る
の
で
あ

り
、
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
。
こ
の
心
が
そ

の
ま
ま
仏
で
あ
る
。
諸
仏
正
遍
知
海
は
衆
生
の
心
想

よ
り
生
ず
る
」
と
。
こ
の
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
。 

答
え
。
身
は
諸
々
の
要
素
が
集
ま
り
成
立
す
る
も

の
に
名
づ
け
る
。
界
は
事
物
の
別
々
の
領
域
に
名
づ

け
る
。
た
と
え
ば
、
眼
界
が
眼
根
・
そ
の
対
境
・
空

間
・
明
る
さ
・
意
志
と
い
う
五
つ
の
因
縁
よ
り
生
ず

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
眼
は
た
だ
目

自
身
の
因
縁
を
行
ず
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
の
因
縁

に
は
か
か
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
つ
ま
り
事
物
の
領
域

が
別
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
耳
・
鼻
な
ど
の
界
も
ま

た
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

「
諸
仏
如
来
は
法
界
身
で
あ
る
」
と
は
、
法
界
は

（
さ
き
に
あ
げ
た
眼
界
な
ど
の
よ
う
に
）
衆
生
の
心

の
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。
心
は
（
因
縁
に
よ
っ
て
）

よ
く
世
間
・
出
世
間
の
あ
ら
ゆ
る
法
を
生
み
だ
す
か

ら
、
心
を
法
界
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
（
そ
れ
ゆ
え
）

法
界
は
ま
た
諸
々
の
如
来
の
相
好
の
身
を
生
ず
る
。

そ
れ
は
色
界
な
ど
が
よ
く
眼
識
を
生
ず
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
仏
の
身
を
法
界
身
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
の
仏
の
身
は
衆
生
の
心
法
以
外
の
他
の
縁

を
行
ず
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、
一
切
の
衆
生
の 



25 

 

 

 

 

 
 

 

 

心
に
仏
を
想
う
時
、
是
の
心
即
ち
是
三
十
二
相
八

十
随
形
好
と
い
う
は
、
当
に
衆
生
の
心
に
仏
を
想
う

時
仏
身
相
好
衆
生
の
心
中
に
顕
現
す
る
な
り
。
譬
え

ば
水
清
け
れ
ば
則
ち
色
像
現
ず
。
水
と
之
像
と
一
な

ら
ず
異
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
仏
の
相
好
の
身
即
ち
是

れ
心
想
と
言
え
る
な
り
。 

是
心
作
仏
と
い
う
は
、
心
能
く
作
仏
す
と
言
う
な

り
。 是

心
是
仏
と
い
う
は
、
心
の
外
に
仏

無
ま
し
ま
さ

ざ
る
な

り
。 

   

譬
え
ば
火
は
木
従
り
出
て
を
離
れ
る
こ
と
を
得
ざ

る
な
り
。
木
を
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
則
ち
能

く
木
を
焼
く
。
木
、
火
と
為
る
。
木
を
焼
い
て
即
ち

火
と
為
る
が
如
し
と
な
り
。
諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想

従 よ

り
生
ず
と
い
う
は
、
正
遍
知
は
真
な
り
正
な
り
。

法
界
無
相
な
る
が
故
に
諸
仏
無
知
な
り
。
無
知
を
以

て
の
故
に
知
ら
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
。
無
知
に
し
て

知
な
る
は
是
れ
正
遍
知
な
り
。
是
に
知
ん
ぬ
。
深
広

に
し
て
測
量
す
べ
か
ら
ざ
る
故
に
海
に
譬
え
る
な
り
。 

         

心
想
の
中
に
入
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

「
心
に
仏
を
想
う
と
き
、
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
三
十

二
相
八
十
随
形
好
で
あ
る
」
と
は
、
衆
生
が
心
に
仏

を
想
う
と
き
、
仏
身
の
相
好
が
衆
生
の
心
の
中
に
あ

ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
水
が

澄
ん
で
い
れ
ば
も
の
の
像
が
う
つ
さ
れ
る
。
水
と
像

と
は
一
つ
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
異
な
る
も
の
で

も
な
い
。
だ
か
ら
仏
の
す
が
た
か
た
ち
が
そ
の
ま
ま

衆
生
の
心
の
想
い
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

「
こ
の
心
が
仏
と
な
る
」
と
は
、
衆
生
の
仏
を
想
う

心
が
仏
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

「
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
」
と
は
、
こ
の
衆

生
の
作
仏
心
の
ほ
か
に
仏
は
ま
し
ま
さ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

 

た
と
え
ば
、
火
は
木
（
を
す
り
あ
わ
せ
る
こ
と
）
か

ら
生
じ
る
か
ら
、
火
は
木
を
は
な
れ
て
は
な
い
。
木

を
離
れ
な
い
か
ら
木
を
焼
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
で

木
が
火
と
な
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
木
を
焼
い
て
火

は
火
と
な
る
の
で
あ
る
。 

「
諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想
よ
り
生
ず
る
」
と
い
う
の

は
、
正
遍
知
と
は
真
で
あ
り
正
で
あ
っ
て
、
（
衆
生
の

心
想
で
あ
る
）
法
界
そ
の
ま
ま
に
知
る
の
で
あ
る
。

法
界
は
無
相
（
と
さ
と
る
の
が
諸
仏
の
智
慧
）
で
あ

る
か
ら
、
諸
仏
は
ま
た
無
知
で
あ
る
。
無
知
だ
か
ら

知
ら
な
い
こ
と
が
な
い
。
無
知
で
あ
っ
て
し
か
も
知

で
あ
る
の
が
正
遍
知
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

智
慧
が
深
く
広
く
は
か
り
し
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
海
に
喩
え
る
の
で
あ
る
。 
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如
来
微
妙
の
声 

梵
の
響
き
十
方
に
聞
こ
ゆ 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
口
業
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。 

仏
本
何
が
故
ぞ
此
の
荘
厳
を
興
し
た
ま
え
る
。
有
る

如
来
の
名
の
尊
か
ら
ざ
る
に
似
る
。
外
道
軑
人
瞿

し
ゃ
に
ん
く

雲 ど
ん

姓
と
称
す
る
が
如
し
。
道
を
成
ず
る
に
声
を
曰
う
に

唯
梵
天
を
徹
す
を
見
そ
な
わ
す
。 

是
の
故
に
願
じ
て
言
わ
く
。
我
成
仏
せ
ん
に
妙
声
遐 

か
に
布
き
て
聞
か
ん
者
の
忍
を
悟
ら
し
め
ん
と
。 

是
の
故
に
、
如
来
微
妙
声
・
梵
響
聞
十
方
と
言
え
り
。 

    

地
水
火
風
虚
空
に
同
じ
く
し
て
分
別
無
か
ら
ん 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
心
業
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。 

仏
本
何
が
故
ぞ
此
の
荘
厳
を
興
し
た
も
う
。
有
る

如
来
を
見
そ
な
わ
す
に
、
法
を
説
く
に
此
は
黒
、
此

は
白
、
此
れ
は
不
黒
不
白
、
下
法
・
中
法
・
上
法
・
上

上
法
と
云
う
。
是
の
如
き
等
の
無
量
差
別
の
品
あ
り
。

分
別
有
る
に
似
た
り
。 

 

是
の
故
に
願
じ
て
言
わ
く
。
我
れ
成
仏
せ
ん
に
、

地
の
荷
負
す
る
に
軽
重
之
殊
無
き
が
如
く
、
水
の
潤

長
す
る
に
莦

萪

し
ょ
う
か
つ

之
異
無
き
が
如
く
、
火
の
成
就
す
る

に
芳
臭
之
別
無
き
が
如
く
、
風
の
起
発
す
る
に
眠
悟

之
差
無
き
が
如
く
、
空
の
苞
樹
受
す
る
に
開 か

い

塞 そ
く

之
念

無
き
が
如
く
、
之
を
内
に
得
て
物
を
外
に
安
く
す
。 

虚
し
く
往
て
実 み

ち

て
帰
る
に
是
れ
息
に
於
い
て
を
や
。 

是
の
故
に
、
同
地
水
家
風
・
虚
空
無
分
別
と
言
え
り
。 

如
来
微
妙
の
声 

梵
の
響
き
十
方
に
聞
こ
ゆ 

こ
の
二
句
は
荘
厳
口
業
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

仏
は
も
と
、
な
ぜ
こ
の
荘
厳
を
興
さ
れ
た
か
と
い
う

と
、
あ
る
如
来
を
見
ら
れ
る
に
、
そ
の
名
は
か
な
ら

ず
し
も
尊
ば
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば 

仏
を
お
と
し
め
よ
う
と
す
る
外
道
が
、
ク
ド
ン
と
そ

の
姓
を
よ
び
す
て
に
し
て
仏
を
軽
ん
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
仏
が
道
を
成
じ
ら
れ
て
も
そ
の
名
は
た

だ
梵
天
に
と
ど
く
ば
か
り
で
（
十
方
に
聞
こ
え
な
い

の
で
）
あ
る
。 

だ
か
ら
私
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
、
」
そ
の
妙
な
る

名
声
を
は
る
か
十
方
の
は
て
ま
で
、
お
よ
ば
ぬ
と
こ

ろ
の
な
い
よ
う
に
ゆ
き
わ
た
ら
せ
、
聞
く
者
す
べ
て

を
し
て
無
生
法
忍
を
さ
と
ら
し
め
よ
う
、
と
願
っ
て

い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
「
来
微
妙
の
声
、
梵
の
響
き
十
方
に
聞
こ

ゆ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

地
水
火
風
虚
空
に
同
じ
く
し
て
分
別
無
か
ら
ん 

こ
の
二
句
は
荘
厳
心
業
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

仏
は
も
と
、
な
ぜ
こ
の
荘
厳
を
興
さ
れ
た
か
と
い

う
と
、
あ
る
如
来
を
見
ら
れ
る
の
に
、
法
を
説
く
場

合
、
こ
れ
は
黒
（
悪
）
こ
れ
は
白
（
善
）
こ
れ
は
黒
で

も
な
く
白
で
も
な
く
（
無
漏
）
、
こ
れ
は
下
法
・
中
法
・

上
法
・
上
上
法
と
説
く
。
こ
の
よ
う
な
無
量
の
差
別

の
品
類
が
あ
っ
て
、
法
そ
れ
自
体
に
分
別
が
あ
る
か

の
よ
う
に
う
け
と
ら
れ
る
。 

だ
か
ら
、
私
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
、
大
地
が
も

の
を
荷
負
す
る
の
に
軽
・
重
を
わ
け
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
水
が
も
の
を
う
る
お
し
成
長
さ
せ
る
の
に

悪
草
・
薬
草
を
区
別
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
火

が
も
の
を
煮
た
き
す
る
の
に
芳
ば
し
い
・
臭
い
の
に

別
が
な
い
よ
う
に
、
風
が
ふ
き
お
こ
る
の
に
眠
れ
る

者
と
目
覚
め
て
い
る
者
と
に
差
を
つ
け
な
い
よ
う
に
、 

空
間
が
も
の
を
う
け
い
れ
る
の
に
ま
だ
あ
い
て
い 
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（ 

私
の
感
想
） 

口
業
に
於
い
て
は
、
如
来
が
覚
り
を
成
ら
れ
て
も
、
外
道
が
瞿
曇
（ 

グ
ド
ン
）
と
如
来
の
名
を

呼
び
捨
て
に
し
て
、
軽
ろ
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
妙
な
る
名
声
を
は
る
か
十
方
の
は

て
ま
で
も
行
き
わ
た
ら
せ
、
法
を
聞
く
者
す
べ
て
に
無
生
法
忍
を
覚
ら
し
め
よ
う
と
願
わ
れ
た
。

そ
の
願
い
が
今
こ
の
私
の
処
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
、
誠
に
有
難
い
思
い
が
い
た
し
ま
す
。 

心
業
に
於
い
て
は
、
大
地
が
も
の
を
荷
負
す
る
の
に
、
軽
重
を
分
け
る
こ
と
が
な
い
。
水
は
全

て
の
も
の
を
平
等
に
潤
す
。
火
は
煮
炊
き
す
る
の
に
臭
い
の
差
別
が
な
い
。
風
は
眠
れ
る
も
の
、

目
覚
め
て
い
る
も
の
に
差
を
つ
け
な
い
。
空
間
が
ま
だ
空
い
て
い
る
と
か
、
も
う
一
杯
だ
と
い
う
念

が
な
い
よ
う
に
、
全
て
の
衆
生
を
平
等
に
救
う
と
い
う
仏
の
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
仏
に
よ
る
衆
生
に
対
し
て
の
身
口
意
の
三
業
で
あ
る
が
、
聞
法
の

衆
生
に
お
け
る
、
身
口
意
の
三
業
の
中
で
は
、
心
が
体
の
全
て
を
支
配
し
て
お
り
、
身
の
行
動
も

口
で
の
言
葉
の
発
言
も
、
そ
の
一
番
中
心
は
心
で
有
り
、
人
の
行
動
を
起
こ
す
元
と
な
る
と
こ
ろ

で
、
最
も
重
要
な
部
分
で
有
る
と
思
い
ま
す
。 

心
は
体
の
ど
こ
に
有
る
か
と
い
う
と
、
小
腸
に
有
る
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。
脳
が
人
の
動
作

を
指
示
し
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
が
、
脳
は
過
去
の
体
験
を
脳
の
海
馬
に
蓄
積
す
る
処
で
あ
り
、

そ
の
蓄
積
さ
れ
た
も
の
を
引
出
し
て
行
動
に
移
す
の
は
、
心
が
判
断
し
て
身
に
行
動
を
指
示
し
、

口
で
心
の
想
い
を
伝
え
て
行
く
の
で
あ
り
、
や
は
り
意
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
の

な
い
こ
と
で
有
り
ま
し
ょ
う
。 

天
親
菩
薩
が
無
量
寿
経
を
戴
か
れ
た
我
一
心
の
意
を
、
曇
鸞
大
師
に
お
い
て
、
こ
れ
を
深
く

戴
か
れ
た
意
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 
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◎ 

担
当
箇
所
並
び
に
発
表
資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
二
五
年
五
月
二
三
日 

栗
栖
哲
義 

 

一
．
担
当
箇
所 

〇
『
浄
土
論
註
』
巻
上 

衆
生
世
間
荘
厳―

「（
大
）
衆
功
徳
」「
上
首
功
徳
」「
主
功
徳
」 

・
浄
土
論
で
は
「
器
世
間
荘
厳
（
国
土
荘
厳
）」
十
七
種
で
、
浄
土
を
の
様
相
を
表
現
し
た

あ
と
、「
衆
生
世
間
荘
厳
」
十
二
種
で
浄
土
に
生
き
る
仏
（
八
種
）・
菩
薩
（
四
種
）
の
こ

と
を
説
い
て
い
る
。 

・ 

今
は
そ
の
仏
荘
厳
八
種
の
う
ち
の
五
・
六
・
七
に
当
た
る
「
衆
功
徳
」「
上
首
功
徳
」「
主

功
徳
」
が
私
の
担
当
で
あ
る
。
そ
の
前
に
は
「
座
功
徳
」「
身
業
功
徳
」「
口
業
功
徳
」

「
心
業
功
徳
」
が
説
か
れ
、
そ
の
前
に
は
「
衆
生
名
義
」
と
言
い
、
こ
こ
で
は
何
故
「
衆

生
世
間
」
と
い
う
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
ろ
に
は
八
番
目
と
し
て
「
不
虚
作

住
持
功
徳
」
が
説
か
れ
て
い
る
。 

 

五 

仲
間
た
ち
（
衆
功
徳
） 

 

【
原
文
書
き
下
し―

東
聖
典
よ
り
】 

天
人
不
動
衆 

清
浄
智
海
生 

此
の
二
句
は
莊
嚴
衆
功
德
成
就
と
名
く
。
仏
本
と
何
が
故
ぞ
此
の
莊
厳
を
起
し
た
ま
ふ
と
。

有
る
如
來
法
輪
を
説
き
た
ま
ふ
下
に
、
所
有
の
大
衆
の
諸
の
根
の
性
欲
は
種
種
不
同
な
り
、

仏
の
智
慧
に
於
て
、
若
し
は
退
ぞ
き
若
し
は
没
す
、
等
し
か
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
衆
純

淨
な
ら
ざ
る
を
見
そ
な
は
す
。
所
故
に
願
を
興
し
た
ま
へ
り
。
願
は
我
れ
成
仏
せ
む
に
、
所

有
の
天
人
皆
如
来
の
智
慧
淸
淨
海
よ
り
生
ぜ
む
。
「
海
」
は
仏
の
一
切
種
智
深
広
に
し
て
崖

無
く
、
二
乗
雑
善
の
中
下
の
死
尸
を
宿
さ
ざ
る
こ
と
を
言
ふ
。
之
を
海
の
如
し
と
喩
ふ
。
是

の
故
に
「
天
人
不
動
衆
淸
淨
智
海
生
」
と
言
た
ま
へ
り
。
「
不
動
」
は
彼
の
天
人
大
乗
根
を

成
就
し
て
傾
動
す
べ
か
ら
ず
と
言
ふ
な
り
。 

【
現
代
語
訳―

解
読
浄
土
論
註
一
〇
四
頁
よ
り
】 

天
人
不
動
の
衆
、
清
浄
の
智
海
よ
り
生
ず
。 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
衆
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

 

仏
は
も
と
、
な
ぜ
こ
の
荘
厳
を
お
こ
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
あ
る
如
来
を
見
ら
れ
る
に
、

説
法
を
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
あ
つ
ま
っ
た
す
べ
て
の
大
衆
の
根
機
、
生
ま
れ
つ
き
習
性
、
望

み
な
ど
は
種
々
不
同
で
あ
る
た
め
、（
一
味
平
等
の
）
仏
の
智
慧
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、（
二
乗

に
）
退
却
し
た
り
（
生
死
に
）
沈
没
し
た
り
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
大
衆
が
等
し
く
清
浄

で
は
な
い
。 

 

だ
か
ら
、
願
わ
く
は
私
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
天
人
は
み
な
如
来
の
智
慧
清

浄
海
よ
り
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
と
の
願
い
を
お
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
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「
海
」
と
は
、
一
切
き
わ
め
つ
く
さ
れ
た
仏
の
智
慧
が
深
広
で
涯
が
な
く
、
二
乗
の
あ
さ

い
、
よ
せ
あ
つ
め
の
善
に
も
と
づ
く
縁
覚
・
声
聞
な
ど
の
残
が
い
は
全
く
と
ど
め
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
を
海
に
た
と
え
た
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
「
天
人
不
動
の
衆
、
清
浄
の
智
海
よ
り
生
ず
」
と
の
た
も
う
た
の
で
あ
る
。 

 

「
不
動
」
と
は
、
彼
の
国
の
天
人
は
大
乗
の
根
性
を
全
う
し
て
い
て
、
け
っ
し
て
動
じ
な 

 
 

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

【
考
察
等
】 

・ 

天
人
＝ 

浄
土
の
菩
薩
聖
衆
の
こ
と
。
そ
れ
を
天
人
と
い
う
に
つ
い
て
は
、『
大
経
』

巻
上
末
に
「
た
だ
余
方
に
因
順
す
る
が
ゆ
え
に
天
・
人
の
名
有
り
。
顔
貌
端
正
に
し

て
、
世
に
超
え
て
希
有
な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
、
天
に
あ
ら
ず
人
に
あ
ら
ず
。
み

な
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
け
た
り
」
と
あ
る
。（
島
地
一―

三
四
） 

 
 
 

（
浄
土
が
人
間
の
た
め
の
真
実
最
高
の
教
え
即
ち
一
乗
究
竟
の
極
説
で
あ
る
こ
と
を

象
徴
す
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
四
頁> 

 

・ 

一
切
種
智
＝ 

一
切
の
法
に
通
達
し
て
無
碍
な
る
仏
智
。
普
通
は
一
切
智
と
一
切
種
智

と
を
分
け
、
世
俗
諦
の
差
別
の
諸
法
を
知
る
智
慧
を
一
切
種
智
と
い
う
が
、
こ
こ
で

は
一
切
智
即
一
切
種
智
、
世
俗
諦
の
ま
ま
が
、
第
一
義
諦
で
あ
る
。 

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
四
頁> 

・ 

中
下
＝ 

声
聞
と
縁
覚
。『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
、
菩
薩
乗
・
縁
覚
乗
・
声
聞
乗
を
次

第
に
上
・
中
・
下
乗
と
あ
る
に
よ
る
。 

 
 
  

<

講
解
浄
土
論
註
一
〇
五
頁> 

 

〇 

仏
の
説
法
を
聞
き
に
来
た
大
衆
が
、
種
々
不
同
で
、
仏
の
智
慧
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、
退

却
し
た
り
、
沈
没
し
た
り
す
る
も
の
が
あ
る
の
を
歎
き
、
法
蔵
菩
薩
は
大
衆
が
等
し
く
清

浄
で
あ
る
よ
う
に
と
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

〇 

法
蔵
菩
薩
は
「
願
わ
く
は
私
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
天
人
は
み
な
如
来
の 

智
慧
清
浄
海
よ
り
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
と
の
願
い
を
お
こ
さ
れ
た
」
と
い
う
の
で
あ
り
、

浄
土
の
仏
は
「
大
乗
の
根
性
を
全
う
し
て
い
て
、
け
っ
し
て
動
じ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ

る
。 

〇 

聖
人
は
『
教
行
信
証
』
行
巻
（
島
地
十
二-

四
四
）
に
こ
れ
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

「
海
」
と
言
ふ
は
久
遠
よ
り
已
来
凡
聖
所
修
の
雑
修
・
雑
善
の
川
水
を
転
じ
、・
逆
謗
闡

提
・
恆
沙
無
明
の
海
水
を
転
じ
て
、
本
願
大
悲
智
慧
真
実
・
恆
沙
万
徳
の
大
宝
海
水
と
成

す
。
之
を
「
海
の
如
し
」
と
喩
ふ
る
な
り
。
良
に
知
ん
ぬ
。『
経
』
に
説
き
て
「「
煩
悩
の

氷
解
け
て
功
徳
の
水
と
成
る
」
と
言
う
が
如
し
。 

「
願
海
」
と
は
二
乗
雑
善
の
中
・
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
、
何
に
況
ん
や
人
天
の
虚
仮
・
邪

偽
の
虚
仮
邪
偽
の
善
業
・
雑
毒
雑
心
の
屍
骸
を
宿
さ
ん
乎
。 

〇
『
真
宗
大
辞
典
』
に
は
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。 
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大
衆
功
徳
と
は
極
楽
浄
土
の
不
動
の
大
衆
を
生
ず
る
功
徳
で
あ
る
。
天
人
不
動
衆
と
は

極
楽
浄
土
の
聖
衆
を
云
う
。（
略
）
大
乗
菩
薩
の
根
性
を
大
乗
根
と
云
う
。
即
ち
一
切
の

衆
生
を
救
は
ん
と
欲
す
る
大
志
を
大
乗
菩
薩
の
根
性
と
す
る
。（
略
）
浄
土
の
諸
の
菩
薩

は
如
何
な
る
事
縁
に
遇
う
も
、
大
志
を
動
乱
撓
屈
す
る
こ
と
な
き
が
故
に
不
動
衆
と
云

う
。 

 
 

 

 
 六 

須
弥
山
王
の
ご
と
し
（
上
首
功
徳
） 

【
原
文
書
き
下
し―

東
聖
典
よ
り
】 

如
須
彌
山
王 

勝
妙
無
過
者 

此
の
二
句
は
莊
厳
上
首
功
德
成
就
と
名
く
。
仏
本
何
が
故
ぞ
此
の
願
を
起
し
た
ま
ふ
。
有
る

如
来
を
見
そ
な
は
す
に
、
衆
の
中
に
或
は
強
梁
の
者
有
り
、
提
婆
達
多
の
流
比
（
た
ぐ
い
）

の
如
し
。
或
は
国
王
と
仏
と
並
に
治
め
て
甚
だ
仏
に
推
（
ゆ
ず
）
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
有

り
、
或
は
仏
を
請
じ
て
他
縁
を
以
て
廃
忘
す
る
こ
と
有
り
。
是
の
如
き
等
の
上
首
の
力
成
就

せ
ざ
る
に
似
た
る
有
り
。
是
の
故
に
願
じ
て
言
た
ま
は
く
。「
我
れ
仏
た
ら
む
時
、
願
は
一

切
大
衆
、
能
生
の
心
無
く
し
て
、
敢
て
我
と
等
し
か
ら
む
、
唯
一
り
法
王
と
し
て
更
に
俗
王

無
か
ら
む
と
。
是
の
故
に
「
如
須
彌
山
王
勝
妙
無
過
者
」
と
言
た
ま
へ
り
。 

【
現
代
語
訳―

解
読
浄
土
論
註
よ
り
一
〇
五
頁
よ
り
】 

須
弥
山
王
の
ご
と
く
、
勝
妙
に
し
て
過
ぎ
た
る
者
な
し
。 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
上
首
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

 

仏
は
も
と
、
な
ぜ
こ
の
願
い
を
お
こ
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
あ
る
如
来
を
み
ら
れ
る
の

に
、
教
化
せ
ら
れ
る
大
衆
の
な
か
に
こ
と
さ
ら
に
強
が
る
者
が
お
る
。
た
と
え
ば
提
婆
達
多

の
た
ぐ
い
な
ど
で
あ
る
。
あ
る
い
は
国
王
と
仏
と
が
並
ん
で
国
を
統
治
し
て
い
て
、
仏
に
ゆ

ず
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
仏
を
招
請
し
て
お
き
な
が
ら
、

ほ
か
の
用
事
に
と
り
ま
ぎ
れ
て
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
大
衆
の
上
首
た
る
力
が
徹
底
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

だ
か
ら
、
願
わ
く
は
「
私
が
仏
と
な
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
大
衆
は
自
ら
の
力
で
浄
土
に

生
ま
れ
た
と
い
う
思
い
を
い
だ
く
こ
と
な
く
、
私
と
さ
と
り
を
同
じ
く
せ
し
め
、
し
か
も
た

だ
ひ
と
り
法
王
と
し
て
あ
り
、
く
ら
ぶ
べ
き
俗
王
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
わ

れ
た
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
「
須
弥
山
王
の
ご
と
く
、
勝
妙
に
し
て
過
ぎ
た
る
者
な
し
」
と
の
た
も
う
た
の
で

あ
る
。 

【
考
察
等
】 

・ 

上
首
＝ 

『
法
華
論
』
に
「
如
来
を
上
首
と
為
す
と
は
、
諸
菩
薩
等
は
如
来
に
依
っ
て 

 
 
 

住
す
る
が
故
に
、
彼
の
如
来
は
彼
の
国
土
の
諸
の
大
衆
中
に
於
い
て
自
在
を
得
る
を 

以
て
の
故
な
り
」
と
あ
る
意
。
大
衆
を
統
率
し
て
如
意
な
る
を
上
首
と
い
う
の
で
あ
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っ
て
、
単
に
一
会
の
上
座
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。<

講
解
浄
土
論
註
一
〇
六
頁> 

・ 

強
梁
者
＝ 

『
老
子
』
第
四
十
二
章
に
出
る
語
。
も
の
は
陰
と
陽
と
が
結
合
調
和
し
て 

 
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
じ
め
て
真
の
働
き
を
な
す
と
説
き
、
こ
の
自
然
の
理
に 

違
背
す
る
も
の
は
必
ず
不
幸
を
ま
ね
く
と
い
う
。
そ
し
て
「
強
梁
者
不
得
其
死
（
強 

梁
な
る
者
は
死
と
い
う
自
然
の
理
に
も
違
背
す
る
）」
と
教
え
て
い
る
。 

 

即
ち
強
が
る
（
陽
）
者
は
、
か
え
っ
て
弱
さ
（
陰
）
を
ば
く
露
す
る
と
い
う
。
梁 

は
屋
根
を
さ
さ
え
る
横
木
で
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
強
す
ぎ
れ
ば
柱
と
の
つ
り
あ
い
が 

と
れ
ず
、
全
体
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。 

 
 
 
 
<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
六
頁> 

・ 

諸
仏
以
他
縁
廃
忘
＝ 

『
智
度
論
』
巻
九
、『
十
誦
律
』
巻
十
四
・
二
十
六
な
ど
に
出 

 

る
。
毗
羅
然
国
（
ヴ
ェ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
ー
国
）
の
阿
耆
達
王
と
い
う
も
の
が
、
仏
を
一
夏 

の
安
居
に
招
請
し
て
お
き
な
が
ら
、
夏
が
く
る
こ
ろ
に
は
自
分
の
慰
安
の
た
め
に
す
っ 

か
り
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
仏
に
迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
。 

無
能
生
心
敢
与
我
等
＝ 

通
途
の
読
み
方
で
は
「
心
を
生
じ
て
敢
え
て
我
と
等
し
か

る
こ
と
無
く
」（
は
り
あ
う
心
を
起
こ
し
て
私
と
等
し
く
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
な
く
）

と
読
む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<
解
読
浄
土
論
註
一
〇
六
頁> 

 

〇 

仏
は
尊
敬
さ
れ
る
最
高
の
「
王
」
で
あ
り
、「
す
べ
て
の
大
衆
は
自
ら
の
力
で
浄
土
に 

生
ま
れ
た
と
い
う
思
い
を
い
だ
く
こ
と
な
く
、
私
と
さ
と
り
を
同
じ
く
せ
し
め
」
た
い
と 

願
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
上
首
と
は
「
あ
る
一
団
の
中
で
上
位
、
ま
た
最
上
位
の
者
。
転
じ 

て
、
教
え
の
な
か
の
最
上
の
法
。」（
コ
ト
バ
ン
ク
）
を
い
う
の
で
あ
る
。 

〇
『
真
宗
大
辞
典
』
に
は
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

阿
弥
陀
仏
は
極
楽
浄
土
の
上
首
で
あ
る
を
上
首
功
徳
と
云
う
。『
大
経
』
下
巻
に
「
無

量
寿
仏
の
威
徳
巍
々
と
し
て
須
弥
山
王
の
高
く
一
切
諸
世
界
の
上
に
出
づ
る
が
如
し
」
と

説
く
も
亦
こ
の
意
義
で
あ
る
。
天
親
の
『
法
華
経
論
』
巻
上
に
は
「
如
来
を
上
首
と
な
す

は
、
諸
の
菩
薩
等
は
如
来
に
依
り
て
住
す
る
が
故
な
り
、
如
来
は
彼
の
国
土
の
一
切
大
衆

の
中
に
於
て
自
在
を
得
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
あ
り
、
慧
然
の
『
論
註
顕
深
義
記
』
に

は
「
上
首
と
は
元
首
と
言
ん
が
如
し
、
前
の
不
動
衆
に
簡
ん
で
仏
を
上
首
と
名
く
、
一
会

の
上
座
を
名
け
て
上
首
と
す
る
が
如
き
に
非
ず
」
と
あ
る
。 

 
 

さ
て
こ
の
上
首
功
徳
と
国
土
功
徳
中
の
主
功
徳
の
区
別
如
何
と
云
う
に
、
国
土
功
徳
に

属
す
る
も
の
は
国
主
の
勝
れ
た
る
こ
と
を
以
て
依
報
即
ち
国
土
の
荘
厳
を
表
わ
し
、
こ
の

上
首
功
徳
は
正
報
即
ち
直
ち
に
仏
の
荘
厳
を
表
わ
す
が
故
に
、
彼
此
の
趣
は
同
一
で
は
な

い
。
又
こ
の
子
の
上
首
功
徳
と
仏
功
徳
中
の
主
功
徳
と
の
差
別
如
何
と
云
う
に
、
主
功
徳

は
主
伴
の
義
の
主
で
あ
り
、
上
首
功
徳
は
大
衆
の
中
の
上
首
た
る
こ
と
を
示
す
に
あ
れ

ば
、
彼
此
の
意
義
が
異
な
っ
て
い
る
。 
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七 
恭
敬
の
道
（
主
功
徳
） 

【
原
文
書
き
下
し―

東
聖
典
よ
り
】 

天
人
丈
夫
衆 

恭
敬
繞
瞻
仰 

此
の
二
句
は
莊
厳
主
功
德
成
就
と
名
く
。
仏
本
何
が
故
ぞ
此
の
莊
厳
を
起
し
た
ま
ふ
と
。

有
る
仏
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、
大
衆
有
り
と
雖
も
、
衆
の
中
に
亦
甚
だ
恭
敬
せ
ざ
る
有

り
。
一
の
比
丘
釈
迦
牟
尼
仏
に
語
ら
は
く
、
若
し
我
た
め
に
十
四
の
難
を
解
せ
ず
ん
ば
、
我

れ
當
に
更
に
余
道
を
学
せ
む
と
い
ひ
し
が
如
し
。
亦
居
迦
離
、
舍
利
弗
を
謗
じ
て
仏
三
た
び

語
る
に
に
三
た
び
受
け
ざ
り
し
が
如
し
。
又
諸
の
外
道
の
輩
、
仮
に
仏
衆
に
入
り
て
、
常
に

仏
の
短
を
伺
ひ
求
め
し
が
如
し
。
又
第
六
天
の
魔
、
常
に
仏
所
に
於
し
て
諸
の
留
難
を
な
し

し
が
如
し
。
是
の
如
き
等
の
種
種
の
恭
敬
せ
ざ
る
相
有
り
。
是
の
故
に
願
じ
て
言
ま
は
く
。

我
れ
成
仏
せ
ん
に
、
天
人
大
衆
恭
敬
し
て
倦
（
も
の
う
）
き
こ
と
無
ら
し
め
ん
。
所
以
（
こ

の
ゆ
え
）
に
但
天
人
と
言
ふ
は
、
淨
土
に
は
女
人
及
び
八
部
鬼
神
無
き
が
故
な
り
。
是
の
故

に
「
天
人
丈
夫
衆
恭
敬
繞
瞻
仰
」
と
言
た
ま
へ
り
。 

 

【
現
代
語
訳―

解
読
浄
土
論
註
よ
り
一
〇
七
頁
よ
り
】 

天
人
丈
夫
の
衆
、
恭
敬
し
て
繞
り
て
瞻
仰
し
た
て
ま
つ
る
。 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
主
功
徳
成
就
と
名
づ
け
る
。 

 

仏
は
も
と
な
ぜ
こ
の
荘
厳
を
お
こ
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
あ
る
仏
如
来
を
見
ら
れ
る
に
、

所
化
の
大
衆
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
ひ
と
び
と
の
な
か
に
仏
を
仏
と
し
て
う
や
ま
わ
な
い
も
の

が
い
る
。
た
と
え
ば
あ
る
比
丘
が
釈
迦
牟
尼
仏
に
告
げ
て
、
も
し
私
の
た
め
に
十
四
の
難
問

を
解
い
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
ほ
か
の
道
を
学
ぼ
う
と
お
も
う
、
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
居
迦
離
が
舎
利
弗
を
そ
し
っ
た
の
に
対
し
て
、
仏
は
三
度
い
さ
め
ら
れ
た
が

三
度
と
も
拒
否
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
外
道
の
輩
た
ち
が
、
か
り
そ
め

に
仏
の
聴
衆
に
ま
じ
っ
て
、
つ
ね
に
仏
の
短
所
が
な
い
か
と
、
う
か
が
っ
て
い
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
第
六
天
の
魔
王
が
つ
ね
に
仏
の
も
と
へ
や
っ
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
の
妨
害

を
く
わ
だ
て
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
仏
を
う
や
ま
わ
な
い
い
ろ
い
ろ
の
相

が
あ
る
。 

 

だ
か
ら
、
私
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
、
天
人
大
衆
は
恭
敬
し
て
も
の
う
き
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
と
願
っ
て
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
、
た
だ
天
人
と
い
っ
て
い
る
の
は
浄
土
に
は
女
人
や
八
部
鬼
神
（
と
い
う
よ
う
な

人
の
そ
し
り
を
う
け
る
も
の
）
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
「
天
人
丈
夫
の
衆
、
恭
敬
し
て
繞
り
て
瞻
仰
し
た
て
ま
つ
る
」
と
の
た
も
う
た
の

で
あ
る
。 

 

【
考
察
等
】 

・
丈
夫
衆
＝ 

『
涅
槃
経
』
に
よ
れ
ば
四
法
を
具
足
す
る
者
を
丈
夫
と
い
う
と
あ
る
。
四
法
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と
は
、
一
近
善
知
識
、
二
能
聴
法
、
三
思
惟
義
、
四
如
説
修
行
。
こ
れ
ら
四
法
無
き
者

は
、
身
体
が
丈
夫
で
あ
っ
て
も
行
い
は
畜
生
に
同
じ
だ
と
あ
る
。 

・ 

如
一
比
丘
云
云
＝ 

『
智
度
論
』
巻
十
五
に
出
る
。
一
比
丘
の
疑
難
に
対
し
て
仏
は
最 

 
 

後
に
こ
う
答
え
て
い
る
。「
我
は
老
病
死
の
人
の
為
に
法
を
説
い
て
済
度
す
。
此
の
十

四
難
は
是
れ
闘
諍
の
法
な
り
。
法
に
於
い
て
益
な
く
、
但
だ
是
れ
戯
論
な
り
。
何
ぞ

問
い
を
為
す
こ
と
を
用
い
ん
。
若
し
汝
が
為
に
答
う
と
も
、
汝
が
心
了
せ
ず
。
死
に

至
る
ま
で
解
け
ず
。
生
老
病
死
を
脱
す
る
を
得
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
。（
大
正
蔵
二
十

五
・
一
七
〇
ａ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
八
頁> 

・ 

十
四
難
＝ 

『
智
度
論
』
巻
二
で
は
、 

・  
 

（
１
）
世
界
及
び
我
は
常
な
る
や
。 

・  
 

（
２
）
世
界
及
び
我
は
無
常
な
る
や
。 

・  
 

（
３
）
世
界
及
び
我
は
亦
有
常
に
し
て
亦
無
常
な
る
や
。 

・  
 

（
４
）
世
界
及
び
我
は
亦
有
常
に
も
非
ず
亦
無
常
に
も
非
ざ
る
か
。 

・  
 

（
５
）
世
界
及
び
我
は
有
辺
な
る
や
。 

・  
 

（
６
）
無
辺
な
る
や
、 

・  
 

（
７
）
亦
有
辺
に
し
て
亦
無
辺
な
る
や
。 

・  
 

（
８
）
亦
有
辺
に
も
非
ず
亦
無
辺
に
も
非
ざ
る
か
。 

・  
 

（
９
）
死
後
に
神
（
心
）
は
後
世
に
去
る
こ
と
あ
る
や
、 

・  
 

（
１０
）
神
は
後
世
に
去
る
こ
と
無
き
や
、 

・  
 

（
１１
）
亦
神
は
去
る
こ
と
も
有
り
、
亦
神
は
去
る
こ
と
も
無
き
や
、 

・  
 

（
１２
）
死
後
、
亦
神
は
去
る
こ
と
有
る
に
も
非
ず
、
亦
神
の
後
世
に
去
る
こ
と
無 

 

・  
 
 
 
 

 

き
に
も
非
ざ
る
か
。 

・  
 

（
１３
）
こ
の
身
は
是
れ
神
な
る
や
。 

 
 

（
１４
）
身
異
な
り
、
神
異
な
る
や
。 

 
 
 

<

解
読
解
浄
土
論
註
一
〇
八
頁> 

・ 

居
迦
離
＝ 

Kokalika
 

提
婆
達
多
の
親
友
。
舎
利
弗
・
目
連
を
の
の
し
っ
た
た
め
地

獄
に
堕
ち
た
と
い
う
。『
智
度
論
』
十
三
に
よ
れ
ば
、
あ
る
と
き
舎
利
弗
と
目
連
の

二
人
は
夏
安
居
を
お
え
て
諸
国
を
遊
行
し
て
い
た
が
、
大
雨
に
あ
っ
て
民
家
に
一
泊

し
た
。
そ
の
家
に
若
い
女
が
泊
っ
て
い
た
が
、
暗
く
な
っ
て
い
た
の
で
二
人
は
そ
の

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
く
る
朝
、
女
は
体
を
水
で
洗
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
偶

然
目
撃
し
た
居
迦
離
は
、
し
ば
ら
く
し
て
家
か
ら
出
て
来
た
舎
利
弗
・
目
連
の
姿
を

見
て
、
て
っ
き
り
二
人
が
不
浄
を
な
し
た
と
思
い
込
み
、
良
い
機
会
と
ば
か
り
諸
国

に
そ
の
こ
と
を
ふ
れ
歩
い
た
。 

 
 
 
 

う
わ
さ
は
釈
尊
の
耳
に
ま
で
到
り
、
居
迦
離
は
仏
前
に
お
い
て
事
実
を
証
明
し
て

み
せ
よ
う
と
企
て
た
。
釈
尊
は
そ
の
居
迦
離
に
対
し
、「
舎
利
弗
と
目
犍
連
と
は
心

浄
く
し
て
柔
軟
な
り
、
汝
こ
れ
を
謗
っ
て
長
夜
に
苦
を
受
く
る
こ
と
ン
莫
れ
」
と
い

さ
め
た
が
、
居
迦
離
は
あ
く
ま
で
も
事
実
だ
と
い
い
は
っ
た
。
仏
は
「
三
た
び
訶
し
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た
ま
う
に
、
居
迦
離
は
三
た
び
受
け
ず
」（
大
正
蔵
二
十
五
・
一
五
七
ｂ
）
た
め
に

居
迦
離
は
そ
の
夜
の
う
ち
に
死
し
、
大
蓮
華
地
獄
に
堕
ち
た
、
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
九
頁> 

・ 

如
諸
外
道
輩
云
云
＝ 

『
智
度
論
』
巻
五
十
八
に
よ
る
。「
爾
の
時
、
諸
の
外
道
の
梵 

志
、
仏
の
所
に
来
向
し
て
仏
の
短
を
求
め
ん
と
欲
す
」（
同
・
四
七
〇
ａ
）
と
あ
る
。 

帝
釈
天
の
福
徳
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
外
道
は
最
後
に
「
遥
か
に
仏
を
め
ぐ
り
、
道

を
か
え
り
て
去
れ
り
」
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
九
頁> 

・ 

如
第
六
天
魔
云
云
＝ 

『
智
度
論
』
第
五
十
六
に
よ
る
。
第
六
天
魔
と
は
欲
界
の
最
高 

 

天
他
化
自
在
天
の
主
。
こ
れ
を
魔
と
い
う
の
は
、
仏
道
修
行
に
は
げ
む
菩
薩
を
誘
惑 

し
欲
界
に
堕
し
め
よ
う
と
し
、
ま
た
自
ら
諸
々
の
邪
見
を
懐
い
て
い
る
か
ら
で
あ 

る
。「
正
行
を
憎
嫉
し
、
狂
愚
に
し
て
自
ら
高
ぶ
り
、
仏
を
沙
門
瞿
曇
（
く
ど
ん
）
と 

呼
ぶ
。
仏
は
其
の
実
の
名
を
称
し
て
幣
魔
と
為
し
、
相
違
す
る
を
以
て
の
故
に
名
け 

て
怨
家
と
為
す
」（
同
四
五
八
ｃ
） 

 
 
 
 
 
 

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
九
頁> 

・ 

八
部
鬼
神
＝ 

仏
法
を
守
護
す
る
と
い
わ
れ
る
八
部
の
異
類
。
天
（Deva

）・
龍

（Naga

）・
夜
叉
（Yaksa

）・
乾
闥
婆
「Gandharva
）・
阿
修
羅
（Asura

）・
迦
楼
羅 

（Garuda

）・
緊
那
羅
（Kimnara

）・
摩
睺
羅
伽
（Mahoraga
）。 

 
 

ま
た
一
説
に
よ
れ
ば
四
天
王
所
領
の
八
部
の
鬼
衆
の
こ
と
と
も
い
わ
れ
る
。 

乾
闥
婆
・
毘
沙
門
（Vaisravana

）・
鳩
槃
茶
（Kumbhanda

）・
閉
麗
多
（Preta

）・ 

富
単
那
（Putana

）・
夜
叉
・
羅
刹
（Raksasa

）。
い
ず
れ
も
人
非
人
衆
と
い
わ
れ 

る
。                                     

<

解
読
浄
土
論
註
一
〇
九
頁> 

 

〇
『
真
宗
大
辞
典
』
に
は
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

（『
浄
土
論
』
に
は
三
種
荘
厳
二
十
九
種
が
説
か
れ
て
い
る
が
）
そ
の
中
に
主
功
徳
と

名
く
る
も
の
が
二
種
あ
り
て
、
一
は
国
土
荘
厳
功
徳
十
七
種
の
中
の
第
十
二
を
荘
厳
主

功
徳
と
名
け
、
他
の
一
は
仏
荘
厳
功
徳
八
種
の
中
の
第
七
を
荘
厳
主
功
徳
と
名
け
て
あ

る
。 

 
 
 

前
者
は
（
中
略
）
正
覚
成
就
の
阿
弥
陀
仏
が
善
巧
に
維
持
す
る
所
の
国
土
で
あ
る
が

故
に
、
そ
の
国
土
が
優
れ
て
い
る
と
示
す
意
で
あ
っ
て
、
即
ち
能
住
持
の
仏
を
掲
げ
て

所
住
持
の
国
土
の
優
勝
な
る
こ
と
を
表
示
し
た
る
も
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
法
王
住
持
功

徳
と
名
け
て
も
宜
い
の
で
あ
る
。 

 
 
 

後
者
は
（
中
略
）
阿
弥
陀
如
来
が
大
衆
よ
り
恭
敬
せ
ら
る
る
徳
を
云
う
。（
中
略
） 

 
 

龍
樹
の
十
二
礼
に
十
方
所
来
諸
仏
子
、
顕
現
神
通
至
安
楽
、
瞻
仰
尊
顔
常
恭
敬
と
言

い
、
大
経
に
東
方
無
数
の
菩
薩
衆
皆
悉
く
無
量
寿
仏
所
に
詣
で
恭
敬
に
供
養
す
る
等
と

言
え
る
是
な
り
。（
中
略
）
要
す
る
に
大
衆
の
恭
敬
を
以
て
主
仏
の
徳
の
優
勝
な
る
こ

と
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

〇 

仏
の
世
界
（
浄
土
）
に
は
、
魔
王
や
鬼
神
の
よ
う
に
仏
を
敬
わ
な
い
も
の
は
い
な
い
の
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で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
が
仏
を
主
と
し
て
「
恭
敬
し
て
繞
り
て
瞻
仰
す
る
」
の
で
あ

る
。 

〇 

蓮
如
上
人
は
「
仏
法
を
主
と
し
、
世
間
を
客
人
と
せ
よ
」
と
教
え
ら
れ
た
。
主
を
持
つ

と
は
、
自
分
が
傲
慢
で
は
な
く
謙
虚
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
懴
悔
と
感
謝
の
世

界
が
開
け
て
来
る
。 

〇 

私
達
は
こ
の
「
衆
生
世
間
荘
厳
」
の
十
二
種
荘
厳
で
、
浄
土
に
生
き
る
仏
・
菩
薩
は
何

を
願
い
ど
の
様
な
道
を
歩
む
の
か
を
学
ぶ
の
で
あ
り
、
天
親
菩
薩
・
曇
鸞
大
師
が
こ
れ
を

通
し
て
教
え
て
下
さ
る
智
慧
を
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
究
極
の
教
え
と
し
て

の
「
念
仏
道
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
 

以
上 

―
 

 


